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第
４
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中
期
計
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い
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こ
の
た
び
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
30
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
35
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
カ
年
間
の
第
４
期

中
期
計
画
を
定
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
整
備
新

幹
線
整
備
や
都
市
鉄
道
利
便
向
上
施
策
な
ど
は
、
機
構
が
有
す
る

高
速
鉄
道
そ
の
他
の
鉄
道
建
設
に
関
す
る
技
術
や
知
見
を
十
分
に

活
用
し
、
船
舶
共
有
建
造
事
業
な
ど
は
、
民
間
に
任
せ
る
だ
け
で

は
課
題
の
解
決
が
進
ま
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
内
海
運

政
策
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
業
務
に
つ
い
て
、
民
業

補
完
す
る
形
で
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
以
下
に
各
業
務
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

（1） 

鉄
道
建
設
等
業
務

　
　

鉄
道
建
設
業
務
に
関
す
る
総
合
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
え

る
我
が
国
唯
一
の
公
的
な
整
備
主
体
と
し
て
、
国
民
生
活
の
向

上
や
経
済
社
会
の
発
展
、
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
資
す
る
良
質
な
鉄
道
を
所
定
の
工
期
内
に
安

全
に
か
つ
経
済
的
に
建
設
す
る
こ
と
を
推
進
し
ま
す
。
こ
れ
ら

の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
環
境
保
全
、
都
市
計
画
と
の
整
合
等

鉄
道
建
設
に
関
わ
る
課
題
へ
適
切
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
技

術
力
の
向
上
、技
術
開
発
の
推
進
と
公
表
、工
事
コ
ス
ト
の
縮
減
、

適
切
な
事
業
費
の
設
定
・
管
理
を
通
じ
た
鉄
道
建
設
の
業
務
の

質
の
確
保
を
図
り
つ
つ
、
整
備
新
幹
線
整
備
事
業
、
都
市
鉄
道

利
便
増
進
事
業
、
民
鉄
線
お
よ
び
受
託
事
業
等
に
お
け
る
所
要

の
業
務
を
遂
行
し
ま
す
。

　
　

事
業
費
お
よ
び
工
程
の
管
理
を
適
切
に
行
う
と
と
も
に
、
公

的
整
備
主
体
と
し
て
関
係
者
と
の
連
携
、
調
整
を
図
り
、
各
線

に
お
い
て
の
工
事
完
成
予
定
時
期
の
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

（2） 

鉄
道
助
成
業
務
等

　
　

交
通
イ
ン
フ
ラ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
拡
充
・
強
化
に
資

す
る
た
め
、
整
備
新
幹
線
、
都
市
鉄
道
等
、
鉄
道
技
術
開
発
お

よ
び
鉄
道
の
安
全
・
防
災
対
策
に
対
す
る
補
助
等
に
よ
る
支
援

お
よ
び
新
幹
線
譲
渡
代
金
、
無
利
子
貸
付
資
金
等
の
回
収
を
適

正
か
つ
効
率
的
に
実
施
し
ま
す
。

（3） 

船
舶
共
有
建
造
等
業
務

　
　

内
航
海
運
の
安
定
的
輸
送
の
確
保
や
生
産
性
の
向
上
の
た

め
、
ま
た
、
離
島
航
路
の
維
持
・
改
善
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

公
共
交
通
の
活
性
化
や
観
光
立
国
推
進
の
観
点
か
ら
国
内
旅
客

船
の
着
実
な
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
船
舶
共
有
建
造
業
務
に

よ
り
、
国
内
海
運
政
策
の
実
現
に
寄
与
す
る
船
舶
の
建
造
を
推

進
し
ま
す
。

（4） 
地
域
公
共
交
通
出
資
業
務
等

　
　

認
定
軌
道
運
送
高
度
化
事
業
等
の
実
施
に
必
要
な
資
金
の
出

資
お
よ
び
貸
し
付
け
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
公
共
交
通
の

活
性
化
お
よ
び
再
生
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

（5） 

特
例
業
務
（
国
鉄
清
算
業
務
）

　
　

年
金
費
用
等
の
支
払
い
お
よ
び
資
産
処
分
の
円
滑
な
実
施
、

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
等
の
経
営
自
立
の
た
め
の
措
置
等
を
実
施

し
ま
す
。

　

以
上
の
業
務
を
着
実
に
遂
行
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
関
係
者
の
皆

様
に
は
、
引
き
続
き
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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平成30年度

平成30年度に当機構が行う５部門、鉄道建設、鉄道助成、船舶共有建造、
地域公共交通出資、国鉄清算事業にわたる事業概要を紹介します。

北海道新幹線（新函館北斗・札幌間）

渡島トンネルの掘削状況（北斗市）

　
平
成
30
年
度
の
鉄
道
建
設
業
務
は
、
鉄
道

建
設
事
業
、
新
線
等
調
査
事
業
、
貸
付
鉄
道

施
設
改
修
事
業
、
受
託
事
業
で
あ
り
、
そ
の

概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

    
鉄
道
建
設
事
業

●
新
幹
線
の
建
設

　

現
在
建
設
中
の
整
備
新
幹
線
は
北
海
道

新
幹
線
（
新
函
館
北
斗
・
札
幌
間
）、
北
陸

新
幹
線
（
金
沢
・
敦
賀
間
）、
九
州
新
幹
線

（
武
雄
温
泉
・
長
崎
間
）
の
3
線
3
区
間
、

約
４
０
３
㎞
（
線
路
延
長
）
と
な
っ
て
い
ま

(1)

事 業 概 要
特集

北陸新幹線（金沢・敦賀間）

新北陸トンネルの掘削状況（南越前町）

北陸新幹線（金沢・敦賀間）

九頭竜川橋りょうの施工状況（福井市）

北海道新幹線（新函館北斗・札幌間）

後志トンネルの施工状況（赤井川村）

鉄
道
建
設
　
■
事
業
監
理
部

札幌

新函館北斗

新青森
八戸

東京

新潟

長野金沢
福井
敦賀

新大阪
山陽新幹線

東海道新幹線

博多

新八代

武雄温泉

長崎 諫
早

鹿児島中央

上
越
新
幹
線

東
北
新
幹
線

北海道新幹線

北陸新幹線

青
函
ト
ン
ネ
ル

九州新幹線

→

工事線
建設事業

貸付鉄道施設改修事業

開業線

凡例

す
。
各
線
区
の
平
成
30
年
度
の
事
業
概
要

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

北
海
道
新
幹
線
（
新
函
館
北
斗
・
札
幌

間
）
は
、
渡お
し
ま島
ト
ン
ネ
ル
、
立
岩
ト
ン
ネ
ル

お
よ
び
後し
り
べ
し志
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
工
事
を
行
い

ま
す
。

　

北
陸
新
幹
線
（
金
沢
・
敦
賀
間
）
は
、

新
北
陸
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
並

び
に
九く
ず
り
ゅ
う
が
わ

頭
竜
川
橋
り
ょ
う
な
ど
の
橋
り
ょ

う
・
高
架
橋
工
事
を
は
じ
め
、
全
線
に
わ
た

り
土
木
工
事
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
軌
道
・

電
気
・
建
築
な
ど
開
業
設
備
工
事
の
準
備
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を
進
め
ま
す
。

　

九
州
新
幹
線
（
武
雄
温
泉・長
崎
間
）
は
、

長
崎
駅
高
架
橋
お
よ
び
大
村
車
両
基
地
路

盤
を
は
じ
め
、
全
線
に
わ
た
り
土
木
工
事
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
軌
道
・
電
気
・
建
築
な

ど
開
業
設
備
工
事
の
発
注
を
進
め
ま
す
。

　

な
お
、
北
海
道
新
幹
線
（
新
青
森
・
新

函
館
北
斗
間
）
は
平
成
28
年
3
月
に
開
業

し
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
は
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
共
用
区
間
の
高
速
化
対
応
工

事
お
よ
び
環
境
対
策
工
事
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　

整
備
新
幹
線
建
設
推
進
高
度
化
等
事
業

は
、
コ
ス
ト
縮
減
な
ど
を
図
る
た
め
の
経
済

的
な
施
工
法
の
調
査
、
新
幹
線
と
貨
物
列

車
が
共
用
走
行
す
る
青
函
ト
ン
ネ
ル
で
新

幹
線
を
高
速
走
行
さ
せ
る
た
め
の
技
術
的
検

討
（
貨
物
列
車
走
行
調
査
）
な
ど
を
行
う
ほ

か
、
軌
間
可
変
電
車
（
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ

イ
ン
）
の
技
術
開
発
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

●
大
都
市
に
お
け
る
鉄
道
建
設

   〈
民
鉄
線
〉

　

本
年
度
は
、
小
田
急
小
田
原
線
（2）
の
複
々

線
化
工
事
（
委
託
施
行
）
を
行
い
ま
す
。

　

東
北
沢
・
和
泉
多
摩
川
間
（
約
10
㎞
）

の
う
ち
、
世
田
谷
代
田
・
和
泉
多
摩
川
間

の
複
々
線
化
は
完
成
し
て
お
り
、
残
る
東
北

沢
・
世
田
谷
代
田
間
に
つ
い
て
も
、
平
成
30

年
3
月
に
複
々
線
化
が
完
了
し
、
全
線
で

複
々
線
化
が
完
成
し
ま
し
た
。
平
成
30
年

度
は
残
工
事
と
な
る
下
北
沢
駅
舎
工
事
お

よ
び
京
王
井
の
頭
線
の
機
能
復
旧
工
事
な

ど
を
行
い
ま
す
。

●
都
市
鉄
道
利
便
増
進
事
業

九州新幹線（武雄温泉・長崎間）

長崎駅高架橋の施工状況（長崎市）

九州新幹線（武雄温泉・長崎間）

大村車両基地路盤の施工状況（大村市）

小田原線（2）（東北沢・和泉多摩川間）

東北沢駅の完成状況（世田谷区）

神奈川東部方面線（相鉄・JR直通線）

西谷トンネルの軌道敷設状況（横浜市）

神奈川東部方面線（相鉄・東急直通線）

羽沢トンネルの施工状況（横浜市）

　

神
奈
川
東
部
方
面
線
は
、
相
鉄
本
線
西

谷
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
海
道
貨
物
線
横
浜
羽
沢

駅
付
近
で
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
貨
物
線
へ
乗
り

入
れ
る
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
と
、
Ｊ
Ｒ
東

海
道
貨
物
線
横
浜
羽
沢
駅
付
近
か
ら
東
急

東
横
線
・
目
黒
線
日
吉
駅
で
東
急
線
へ
接

続
す
る
相
鉄
・
東
急
直
通
線
を
整
備
す
る

も
の
で
す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
相
鉄・Ｊ
Ｒ
直
通
線
は
、

相
鉄
線
内
改
修
工
事
、
横
浜
羽
沢
駅
構
内

工
事
お
よ
び
西
谷
・
羽
沢
駅
（
仮
称
）
間
の

開
業
設
備
工
事
（
軌
道・機
械・建
築・電
気
）

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

相
鉄
・
東
急
直
通
線
は
、
用
地
取
得
を

進
め
る
と
と
も
に
、
羽
沢
ト
ン
ネ
ル
工
事
、

新
横
浜
駅
（
仮
称
）
工
事
、
新
横
浜
ト
ン

ネ
ル
工
事
、
新
綱
島
駅
（
仮
称
）
工
事
、
綱

島
ト
ン
ネ
ル
工
事
お
よ
び
東
急
東
横
線
改

(2) 築
工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

     

新
線
等
調
査
事
業

　

平
成
30
年
度
は
、
都
心
直
結
線
調
査
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
事
業
化
に
向
け
た
検
討

の
深
度
化
を
図
る
た
め
、
主
要
施
設
の
構

造
に
関
す
る
基
礎
的
検
討
お
よ
び
ル
ー
ト

精
査
に
必
要
な
地
質
調
査
な
ど
を
行
い
ま

す
。

     

貸
付
鉄
道
施
設
改
修
事
業

　

青
函
ト
ン
ネ
ル
は
、
当
機
構
が
財
産
を

保
有
し
て
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
貸
し
付
け
て
い
る

鉄
道
施
設
で
あ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
同
ト

ン
ネ
ル
の
機
能
保
全
を
図
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
平
成
11
年
度
か
ら
防
災
設
備
等
の
改

修
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
30
年
度

は
火
災
検
知
施
設
、
定
点
消
火
施
設
、
電

(3)

特集：平成30年度 事 業 概 要
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Ⅰ 鉄道建設事業

線　名 金額（億円）

青 函トンネルの機 能 保 全に係る防 災事 業 鉄道防災事業費 16.30 の内数

Ⅲ 貸付鉄道施設改修事業

線　名 金額（億円）

都心直結線調査 国費 0.85 の内数

Ⅱ 新線等調査事業

線　名 区　 間 線路延長（ｋｍ） 金額（億円） 営業主体

北 海 道 新 幹 線 新青森・新函館北斗間 149    30 北 海 道 旅 客 鉄 道 ㈱

北 海 道 新 幹 線 新 函 館 北 斗 ・ 札 幌 間 211    370 北 海 道 旅 客 鉄 道 ㈱

北 陸 新 幹 線 金 沢 ・ 敦 賀 間 125 2,250 西 日 本 旅 客 鉄 道 ㈱

九 州 新 幹 線 武 雄 温 泉 ・ 長 崎 間 　66    830 九 州 旅 客 鉄 道 ㈱

小 計 3 線 　 4 区 間 551 3,480

　整備新幹線建設推進高度化等事業 　　25

合　　　　　　計 3,505

①新幹線

線　名 区　 間 線路延長（ｋｍ） 金額（億円） 鉄道事業者名

小 田 原 線 (2) 東北沢 ・和泉多摩川間 　10    22 小 田 急 電 鉄 ㈱

②民鉄線

線　名 区　 間 線路延長（ｋｍ） 金額（億円） 営業主体

神奈川東部方面線

相 鉄・ＪＲ直 通 線

相鉄・東急直通線

西谷・横浜羽沢付近間

横浜羽沢付近・日吉間

　3

　10

　348 

    
相 模 鉄 道 ㈱
相 模 鉄 道 ㈱　　　　　　　　
東 京 急 行 電 鉄 ㈱

③都市鉄道利便増進事業

（注） 単位未満四捨五入の
ため、合計は必ずしも一
致しません。

えちぜん鉄道高架化工事

福井駅の施工状況（福井市）

力
施
設
お
よ
び
変
電
所
施
設
な
ど
の
改
修

工
事
を
行
い
ま
す
。

     

受
託
事
業

　

現
在
、
鉄
道
事
業
者
等
か
ら
受
託
し
て

い
る
事
業
と
し
て
、
福
井
駅
付
近
連
続
立

体
交
差
事
業
に
伴
う
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
高

架
化
工
事
お
よ
び
中
央
新
幹
線
工
事
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

　

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
高
架
化
工
事
は
、
仮
線

工
事
を
完
成
さ
せ
、
平
成
27
年
9
月
よ
り

北
陸
新
幹
線
の
高
架
橋
を
利
用
し
た
仮
線

の
運
行
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
30
年

度
は
本
線
（
計
画
線
）
の
開
業
設
備
工
事

を
進
め
、
本
線
の
供
用
開
始
後
、
仮
線
の

撤
去
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

中
央
新
幹
線
工
事
は
、
立
坑
工
事
お
よ

び
山
岳
ト
ン
ネ
ル
工
事
を
行
い
ま
す
。

(4)



西武新宿線

京王線

府中本町

平成30年度 建設線等路線図（民鉄線、都市鉄道利便増進事業、受託事業）

関東地区

福井

 

 

勝 
 

三
 

 
北
 

 

勝山

福井

芦原温泉

北
 

 
陸
 

 
新
 

 

線
 

 

幹
 

 

陸
 

 
本
 

 
線
 

 

国

芦
 

 
原
 

 
線
 

 

山 
 
永 
 
平 
 
寺 
 
線 
 

あわら湯のまち

三国港

 

永平寺口

えちぜん鉄道高架化工事
中央新幹線

東
北
新
幹
線

上越新幹線

長野

富山

名古屋

豊橋

新横浜

東京
品川

静岡

東海道新幹線

福井地区 中央新幹線

都市鉄道利便増進事業
受 託 事 業  

工 事 線  

凡 例 

民 鉄 線  

特集：平成30年度 事 業 概 要
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鉄
道
助
成
部
で
は
、
主
な
業
務
と
し
て

国
か
ら
の
補
助
金
を
活
用
し
た
鉄
道
施
設

の
整
備
な
ど
に
対
す
る
助
成
を
行
う
と
と

も
に
、
中
央
新
幹
線
の
建
設
主
体
に
対
し
、

そ
の
建
設
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金

の
一
部
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
収
入
支
出
予
算
に
つ
い

て
は
、
収
入
は
、
国
か
ら
の
補
助
金
な
ど

９
９
２
億
円
、
新
幹
線
譲
渡
収
入
７
２
４

億
円
、
そ
の
他
５
４
６
億
円
で
、
計
２
２

幹
線
（
新
函
館
北
斗
・
札
幌
間
）、
北
陸
新

幹
線
（
金
沢・敦
賀
間
）、九
州
新
幹
線
（
武

雄
温
泉
・
長
崎
間
）
の
整
備
を
進
め
て
い

る
建
設
勘
定
に
対
し
て
補
助
金
を
繰
り
入

れ
ま
す
。

②
主
要
幹
線
鉄
道
等
整
備
助
成
業
務

　

主
要
幹
線
鉄
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
空

港̶

都
心
・
郊
外
直
結
鉄
道
の
調
査
な
ど

と
と
も
に
、
地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再

生
法
の
「
形
成
計
画
」
に
基
づ
く
利
便
性

向
上
な
ど
に
資
す
る
施
設
整
備
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
レ
ー
ル
化
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

③
都
市
鉄
道
整
備
助
成
業
務

　

都
市
鉄
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
大
都

市
圏
に
お
け
る
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
改

善
を
図
る
た
め
、
地
下
鉄
の
建
設
改
良
や

貨
物
専
用
線
の
旅
客
線
化
、
連
絡
線
の
整

備
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
地

方
自
治
体
、
鉄
道
事
業
者
、
地
方
運
輸
局

等
か
ら
成
る
協
議
会
で
策
定
さ
れ
た
整
備

計
画
に
基
づ
き
、
駅
改
良
と
併
せ
て
行
う

バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
設
お
よ
び
駅
空
間
高
度

化
機
能
施
設
等
の
整
備
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

　
④
鉄
道
技
術
開
発
推
進
助
成
業
務

　

鉄
道
技
術
開
発
を
促
進
し
、
技
術
水
準

■ 平成30年度 鉄道助成業務関係予算   （単位：百万円）

６
３
億
円
、
一
方
、
支
出
は
、
鉄
道
施
設

の
整
備
な
ど
に
対
す
る
助
成
９
９
２
億
円
、

借
入
金
の
償
還
・
利
子
な
ど
１
２
６
６
億

円
、
そ
の
他
5
億
円
で
、
計
２
２
６
３
億

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

鉄
道
施
設
の
整
備
な
ど
に

 
対
す
る
助
成

①
整
備
新
幹
線
建
設
助
成
業
務

　

整
備
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
新

(1)

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
鉄

道
分
野
に
関
す
る
技
術
開
発
を
実
施
す
る

能
力
を
有
す
る
法
人
が
行
う
技
術
開
発
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
環
境
に

優
し
い
鉄
道
、
安
全
で
安
定
し
た
鉄
道
を

構
築
す
る
た
め
の
技
術
開
発
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

⑤
安
全
・
防
災
対
策
助
成
業
務

　

鉄
道
事
業
の
安
全
・
防
災
対
策
な
ど
を

推
進
す
る
た
め
、
鉄
道
施
設
に
係
る
防
災

事
業
や「
踏
切
道
改
良
促
進
法
」に
基
づ
き
、

改
良
す
べ
き
踏
切
道
と
し
て
指
定
さ
れ
た
、

踏
切
保
安
設
備
の
整
備
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　  

新
幹
線
譲
渡
収
入
に
伴
う

　  

繰
り
入
れ

　

　

平
成
30
年
度
に
お
い
て
も
、
Ｊ
Ｒ
本
州

3
社
か
ら
の
新
幹
線
譲
渡
収
入
を
財
源
と

し
て
、
国
鉄
年
金
な
ど
の
給
付
の
た
め
特

例
業
務
勘
定
へ
繰
り
入
れ
を
行
い
ま
す
。

　  

中
央
新
幹
線
建
設
資
金
の

　  

貸
し
付
け

　
　

　

中
央
新
幹
線
建
設
資
金
を
貸
し
付
け
た

東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の
財
務
状
況
等

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
債
権
の
保
全
お

よ
び
約
定
に
沿
っ
た
貸
付
利
息
の
回
収
を

行
い
ま
す
。

(2)(3)

鉄
道
助
成
　
■
鉄
道
助
成
部

　　　　　　　　　　　　　　　　　区 分
補助金名　　　　　　　　　　　　　　 30年度予算額

１　整備新幹線建設助成業務 77,950 

整備新幹線整備事業費補助 75,450 

整備新幹線建設推進高度化等事業費補助金 2,500 

２　主要幹線鉄道等整備助成業務 451 

新線調査費等補助金 40 

幹線鉄道等活性化事業費補助（形成計画） 411 

３　都市鉄道整備助成業務 19,326 

都市鉄道利便増進事業費補助 11,568 

都市鉄道整備事業費補助 4,557 

幹線鉄道等活性化事業費補助（旅客線化） 875 

鉄道駅総合改善事業費補助 2,253 

譲渡線建設費等利子補給金 73 

４　鉄道技術開発推進助成業務 290 

鉄道技術開発費補助金 290 

５　安全・防災対策助成業務 1,211

鉄道防災事業費補助 1,030

鉄道施設総合安全対策事業費補助（踏切） 181

合　　　計 99,228
（注）　単位未満四捨五入のため、計は一致しないことがある。
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離島
航路姫

　

機
構
で
は
国
内
唯
一
の
船
舶
共
有
建
造

方
式
に
よ
り
、
民
間
の
金
融
機
関
の
み
で

は
調
達
が
困
難
な
低
利
か
つ
長
期
資
金
を

供
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
内
海
運
事

業
者
へ
船
舶
整
備
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

特
に
、
国
内
海
運
事
業
者
の
99
％
を
占

め
る
中
小
事
業
者
、
離
島
住
民
の
方
々
の

足
と
な
る
離
島
航
路
事
業
者
は
、
単
な
る

資
金
供
給
だ
け
で
な
く
、
担
保
不
足
・
技

術
不
足
の
両
面
を
補
う
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
場
合
が
多
く
、
資
金
・
技
術
面
で

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る

点
が
機
構
の
特
長
で
あ
り
、
他
の
金
融
機

関
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す

●
平
成
30
年
度
事
業
の
概
要

　

平
成
30
年
度
の
事
業
予
算
（
案
）
は
、

２
５
９
億
円
（
う
ち
貨
物
船
１
４
７
億
円
、

旅
客
船
１
１
２
億
円
）
を
確
保
し
、
政
策

効
果
の
高
い
船
舶
の
建
造
支
援
措
置
を
講

じ
、
共
有
建
造
を
推
進
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
削
減
な

ど
の
内
航
海
運
の
グ
リ
ー
ン
化
、
離
島
航

路
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
振
興
、
船

員
雇
用
対
策
、
事
業
基
盤
強
化
、
物
流
効

率
化
に
対
す
る
金
利
軽
減
措
置
を
行
う
ほ

か
、
今
回
、
新
た
に
国
内
ク
ル
ー
ズ
船
、

労
働
環
境
改
善
船
、
国
土
交
通
大
臣
登
録

船
舶
管
理
事
業
者
制
度
を
利
用
す
る
船
舶

を
要
件
に
追
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り

高
い
政
策
効
果
を
実
現
す
る
船
舶
の
建
造

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
技
術
支
援

　

機
構
で
は
、
国
内
海
運
政
策
の
実
現
に

寄
与
す
る
良
質
な
船
舶
の
建
造
に
資
す
る

た
め
、
右
記
の
金
利
面
で
の
支
援
に
加
え
、

技
術
面
で
の
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
共
有
事
業
者
に
対
し
、

豊
富
な
建
造
実
績
（
貨
物
船
・
旅
客
船
合

計
約
４
０
０
０
隻
）
と
技
術
ノ
ウ
ハ
ウ
、

さ
ら
に
調
査
研
究
な
ど
を
通
じ
て
入
手
し

た
情
報
な
ど
を
も
と
に
、
設
計
か
ら
竣
工

に
至
る
ま
で
の
各
段
階
に
お
い
て
技
術
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
竣
工
後
も
、

共
有
期
間
中
は
機
構
の
技
術
者
が
保
守
整

備
の
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
保
証
ド
ッ

ク
、
ト
ラ
ブ
ル
対
応
等
に
つ
い
て
技
術
支

援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　平成29年 3月31日、広島県尾道市の株
式会社木曽造船において、上関航運有限会社
との共有旅客船「いわい」が竣工しました。
本船は、総トン数43トン、旅客定員75名
の旅客船で、祝島～柳井を結ぶ航路に就航し、
地域住民や観光客の移動を支えています。

　平成29年 5月26日、愛媛県今治市の株式会社新
来島どっく大西工場において、北星海運株式会社との
共有貨物船「神

かみ

北
きた

丸
まる

」が竣工しました。本船は、総ト
ン数1万 2,430トン、載貨重量6,600トンのRORO
船で、CO2排出量低減効果がある船舶（高度二酸化
炭素低減化船）として建造され、栗林商船株式会社の
運航のもと、本州～北海道で巻取紙、雑貨、車両等の
輸送に従事しています。

特集：平成30年度 事 業 概 要

船舶王子

船
舶
共
有
建
造
■
共
有
船
舶
企
画
管
理
部

■
共
有
船
舶
建
造
支
援
部
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■ 労働環境改善船の搭載設備

　

特
に
近
年
で
は
、
離
島
航
路
に
就
航
す

る
船
舶
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
一
方
、

建
造
業
務
に
当
た
る
地
方
自
治
体
に
は
、

建
造
計
画
策
定
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
乏
し
い

た
め
、
円
滑
な
代
替
建
造
が
進
ん
で
い
な

い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

基
本
仕
様
の
策
定
等
、
計
画
段
階
か
ら
の

技
術
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
船
舶
の
計
画
、
設
計
、
建
造
、

就
航
後
の
各
段
階
で
の
技
術
支
援
を
的
確

に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
国
土
交
通
省
「
内
航
未
来
創
造
プ
ラ
ン
」

等
社
会
の
要
請
に
対
応
す
る
新
た
な
取

り
組
み

　

平
成
29
年
6
月
に
、
10
年
後
の
内
航
海

運
の
あ
り
方
を
示
す
「
内
航
未
来
創
造
プ

ラ
ン
」
が
国
土
交
通
省
に
よ
り
と
り
ま
と

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
プ
ラ
ン
で
は
機
構
の
共
有
建
造
制
度

の
維
持
・
充
実
が
う
た
わ
れ
て
お
り
、
具

体
的
な
施
策
と
し
て
、
労
働
環
境
改
善
船

に
対
す
る
金
利
低
減
措
置
の
導
入
を
検
討

す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｓ＊
１

Ｏ
ｘ

規
制
へ
の
対
応
、
船
舶
の
省
エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ

2
化
の
推
進
の
た
め
の
省＊
２
エ
ネ
格
付
け
の
新

設
・
普
及
、
先＊
３

進
船
舶
の
開
発
・
普
及
等

に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
機
構
で
は
以
下
の
取

り
組
み
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【「
労
働
環
境
改
善
船
」
の
普
及
促
進
】

　
「
労
働
環
境
改
善
船
」
は
船
員
の
労
働
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
の
設
備
を
設
置
し
居

住
環
境
を
改
善
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ

た
船
舶
で
す
。

　

機
構
で
は
、
当
該
船
舶
の
普
及
促
進
を

図
る
た
め
、
今
年
度
よ
り
金
利
軽
減
措
置

を
実
施
致
し
ま
す
。　
　

【
技
術
調
査
の
実
施
】

　

今
年
度
は
、
Ｓ
Ｏ
ｘ
規
制
に
対
応
す
る

た
め
の
排
ガ
ス
清
浄
装
置
（
ス
ク
ラ
バ
ー
）

設
置
の
試
設
計
に
関
す
る
調
査
、
省
エ
ネ

格
付
け
の
本
格
運
用
を
見
据
え
て
の
Ｃ
Ｏ

2
排
出
量
の
評
価
手
法
に
関
す
る
調
査
等
、

政
策
課
題
に
対
応
し
た
技
術
調
査
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

＊
1 

Ｓ
Ｏ
ｘ
規
制
：
２
０
２
０
年
1
月
よ
り
強
化
さ
れ
る

船
舶
の
燃
料
に
含
ま
れ
る
硫
黄
分
の
濃
度
規
制

＊
2 

省
エ
ネ
格
付
け
：
省
エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２
効
果
を
船
舶

の
企
画
・
設
計
段
階
で
「
見
え
る
化
」
し
、
船
舶
の

省
エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２
性
能
を
客
観
的
に
評
価
す
る
制

度
。
平
成
29
年
度
よ
り
暫
定
運
用
を
開
始
し
、
平
成

31
年
度
よ
り
本
格
運
用
が
開
始
さ
れ
る
。

＊
3 

先
進
船
舶
：
船
舶
・
舶
用
機
器
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

化
（
Ｉ
o
Ｔ
）・ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
安
全
性・

効
率
性
の
高
い
船
舶
「
Ｉ
o
Ｔ
活
用
船
」
や
液
化
天

然
ガ
ス
等
の
環
境
に
優
し
い
代
替
燃
料
に
対
応
し
た

「
代
替
燃
料
船
」
等

燃料に、ガソリン、
軽油、A重油また
は、LNGを使用
すること
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機
構
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
向
上
、

路
線
再
編
等
に
よ
り
持
続
可
能
な
地
域
公

共
交
通
網
の
形
成
が
推
進
さ
れ
、
地
域
全

体
の
価
値
向
上
に
貢
献
す
る
も
の
と
な
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
事
業
に
対
し
て
出
資

等
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

機
構
の
出
資
等
に
よ
り
、
事
業
を
進
め

る
た
め
に
必
要
と
な
る
初
期
投
資
に
つ
い

て
、
柔
軟
な
資
金
調
達
が
可
能
と
な
る
と

と
も
に
、
地
元
企
業
、
金
融
機
関
等
か
ら

の
民
間
資
金
を
呼
び
込
む
こ
と
が
期
待
で

き
ま
す
。　

●
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
資
す
る

　
事
業

　

出
資
等
の
対
象
は
、
国
土
交
通
大
臣
の

認
定
を
受
け
た
軌
道
運
送
高
度
化
実
施
計

画
等
に
定
め
ら
れ
て
い
る
内
容
と
整
合
す

る
事
業
で
、

①
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
次
世
代
型
路
面
電
車
シ
ス
テ

ム
）・
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ

ム
）
の
整
備
・
運
行

②
上
下
分
離
に
よ
る
地
域
鉄
道
の
再
生

③
バ
ス
路
線
網
の
再
編

④
こ
れ
ら
と
一
体
と
な
っ
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
や

情
報
案
内
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　

等
を
実
施
す
る
も
の
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
出
資
等
を
受
け
る
た
め
に
は
当

該
事
業
が
以
下
の
要
件
を
満
た
す
も
の
で

あ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
か
を
審
査
し
、
出
資
等

の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

●
新
会
社
の
設
立

・ 

実
施
主
体
は
、
対
象
事
業
の
運
営
を
行

う
株
式
会
社
で
あ
っ
て
、
同
事
業
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と

●
民
業
補
完

・
機
構
と
協
調
し
て
、
民
間
事
業
者
か
ら

対
象
事
業
に
対
す
る
出
資
が
行
わ
れ
る

こ
と

・
三
大
都
市
圏
の
都
心
部
お
よ
び
こ
れ
に

類
す
る
地
域
で
は
、
機
構
が
単
独
で
最

大
出
資
者
と
な
ら
ず
、
こ
れ
以
外
で
は

機
構
の
出
資
額
が
民
間
出
資
額
を
超
え

な
い
こ
と
等

●
収
益
性
の
確
保

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
（
自
治
体
が
作
成
）

軌
道
運
送
高
度
化
実
施
計
画
等
（
事
業
者
等
が
作
成
）

地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画
（
自
治
体
が
作
成
）

交通
事業者

民間
企業

金融
機関

等

認　定

鉄道・運輸機構

国

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・

運
営
支
援

出

　資

出

　資

配

　当

配

　当

出資 /融資

配当 /返済

地域公共交通
ネットワークの

再構築を図る事業を行う
新たな会社
（株式会社）

・
実
施
主
体
は
、
対
象
事
業
を
効
率
的
・

効
果
的
か
つ
確
実
に
事
業
を
実
施
す
る

経
営
体
制
を
確
保
す
る
等
、
適
切
な
経

営
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
る

こ
と

・
対
象
事
業
は
客
観
的
な
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ

ジ
ェ
ン
ス
に
よ
り
、
中
長
期
的
な
収
益

が
見
込
ま
れ
る
こ
と

・
対
象
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
か
ら
お
お

む
ね
10
年
後
を
ひ
と
つ
の
目
安
と
し
て
、

機
構
が
出
資
し
た
資
金
の
回
収
が
可
能

と
認
め
ら
れ
る
蓋
然
性
が
高
い
こ
と

■ 出資制度の基本スキーム

特集：平成30年度 事 業 概 要

地
域
公
共
交
通
出
資
　
■
国
際
・
企
画
部
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梅田駅 (北）現況写真

　
国
鉄
清
算
事
業
関
係
は
、
旧
国
鉄
職
員

の
年
金
の
給
付
に
要
す
る
費
用
等
の
支
払

い
お
よ
び
そ
の
支
払
い
に
充
て
る
た
め
の

土
地
処
分
等
を
行
う
と
と
も
に
、
旅
客
鉄

道
株
式
会
社
等
の
経
営
自
立
の
た
め
の
措

置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
業
務
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
旧
国
鉄
職
員
の
年
金
の
給
付
に
要
す
る

費
用
等
の
支
払
い

　
　
旧
国
鉄
職
員
の
恩
給
お
よ
び
年
金
の

給
付
に
要
す
る
費
用
、
旧
国
鉄
時
代
に

発
生
し
た
業
務
災
害
に
係
る
業
務
災
害

補
償
費
等
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
資
金

管
理
を
行
い
つ
つ
、
円
滑
か
つ
確
実
に

支
払
い
を
実
施
し
ま
す
。

②
土
地
処
分
等
の
実
施

　
　
残
存
土
地
に
つ
い
て
は
適
切
か
つ
早

期
の
処
分
に
向
け
て
、
関
係
機
関
と
の

協
議
・
調
整
を
進
め
ま
す
。

 

年
金
費
用
等
の
支
払
い
お
よ
び

 

資
産
処
分
の
円
滑
な
実
施
等

(1)

③
北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
、
四
国
旅

客
鉄
道
株
式
会
社
お
よ
び
日
本
貨
物
鉄

道
株
式
会
社
の
株
式
処
分
の
検
討
等

　
　
北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
、
四
国

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
お
よ
び
日
本
貨
物

鉄
道
株
式
会
社
（
以
下
「
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
等
」
と
い
う
）
の
株
式
に
つ
い

て
は
、
国
等
の
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
つ
つ
、
各
社
の
今
後
の
経
営
状
況
の

推
移
等
を
見
極
め
な
が
ら
、
適
切
な
処

分
方
法
の
検
討
等
を
行
い
ま
す
。

①
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
等
に
対
す
る
支
援

措
置
の
実
施

　
　
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
等
に
対
し
、
以

下
の
支
援
措
置
を
実
施
し
ま
す
。

・ 

老
朽
化
し
た
鉄
道
施
設
等
の
更
新
そ
の

他
会
社
の
経
営
基
盤
の
強
化
に
必
要
な

鉄
道
施
設
等
の
整
備
に
必
要
な
資
金
に

充
て
る
た
め
の
無
利
子
の
資
金
の
貸
し

付
け
ま
た
は
助
成
金
の
交
付

(2) 

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
等
の

 

経
営
自
立
の
た
め
の
措
置
等

国
鉄
清
算
事
業

■
国
鉄
清
算
事
業
管
理
部

■
国
鉄
清
算
事
業
用
地
部

■
経
営
自
立
推
進
・
財
務
部

■
共
済
業
務
室

・ 
北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
お
よ
び
四

国
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
に
対
し
て
発

行
し
た
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備

支
援
機
構
特
別
債
券
に
つ
い
て
、
国

土
交
通
大
臣
が
定
め
る
利
率
に
基
づ

く
利
子
の
支
払
い

②
並
行
在
来
線
の
支
援
の
た
め
の
措
置

　
　
並
行
在
来
線
の
支
援
の
た
め
の
貨
物

調
整
金
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
、

特
例
業
務
勘
定
に
係
る
業
務
の
運
営
に

支
障
の
な
い
範
囲
内
の
金
額
と
し
て
国

土
交
通
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
金
額
に

つ
い
て
、
特
例
業
務
勘
定
か
ら
建
設
勘

定
へ
の
繰
り
入
れ
を
適
切
に
実
施
し
ま

す
。



平成30年度予算〔案〕（主な業務経費）

( 注 1)　金額は人件費、一般管理費を除いた予算額です。  
( 注 2)　単位未満の金額については四捨五入しています。  
( 注 3)　勘定間の繰り入れについては除いています。  
( 注 4)　29年度は当初計画予算額。30年度は概算決定時の計画予算額（案）を記載しています。

区　　　　分 30　年　度 29　年　度 増　減　額

新幹線建設費 
民鉄線建設費 
都市鉄道利便増進事業建設費 
整備新幹線建設推進高度化等事業費 
新線等調査費 

333,232 

2,200 

33,115 

2,145 

33 

248,232 

1,900 

49,621 

2,188 

33 

85,000 

300 

△ 16,506 

△ 43 

―

1. 建設勘定 （単位：百万円）

区　　　　分 30　年　度 29　年　度 増　減　額

旅客船取得費 
貨物船取得費

5,500 

16,308 

8,202

13,056

△ 2,702 

3,252 

3. 海事勘定

区　　　　分 30　年　度 29　年　度 増　減　額

産業投資出資金 
内航海運活性化事業貸付金 
内航海運老齢船処理事業貸付金 

― 

14,178 

940 

1,200 

20,529 

1,281 

△ 1,200

△ 6,351 

 △ 341 

4. 地域公共交通等勘定

区　　　　分 30　年　度 29　年　度 増　減　額

主要幹線鉄道等整備事業助成費 
都市鉄道整備事業助成費 
鉄道技術開発推進事業助成費 
安全・防災対策事業助成費 
中央新幹線建設資金貸付金 

411 

7,685 

290

351　

　　　　　　　　　―　　　　　　　　

221 

6,762 

170 

327

1,500,000

190

923 

120 

24 

△ 1,500,000

2. 助成勘定

区　　　　分 30　年　度 29　年　度 増　減　額

共済年金等負担金及業務災害補償費 
鉄道施設等整備支援事業貸付金 
鉄道施設等整備支援事業助成費 
用地対策費等  

88,556 

36,079 

18,807 

1,138 

100,286 

67,668 

23,294 

1,377 

△ 11,731

△ 31,590 

△ 4,487

△ 239

5. 特例業務勘定

特集：平成30年度 事 業 概 要
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最新技術で進む
住宅密集地での新線建設

東京支社 綱島鉄道建設所

鶴見川土手からみた工事現場。
マンションに囲まれている

文・写真：栗原 景（フォトライター）

鉄道・運輸機構だよりNo.57 2018 Spring  14

神奈川東部方面線(相鉄・東急直通線）◀◀
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▶▶綱島鉄道建設所

　

相
鉄
・
東
急
直
通
線
は
、
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
の
羽
沢
駅
（
仮
称
）
か
ら
新
横
浜
駅
（
仮
称
）
を

経
由
し
、
東
急
東
横
線
・
目
黒
線
日
吉
駅
ま
で
の
区
間
に
連
絡
線
を
整
備
す
る
も
の
。
こ
れ
に
よ
り

相
鉄
線
と
東
急
線
と
の
相
互
直
通
運
転
が
可
能
と
な
り
、
相
鉄
線
・
東
急
線
沿
線
か
ら
東
海
道
新
幹

線
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
横
浜
市
西
部
お
よ
び
神
奈
川
県
央
部
の

相
鉄
沿
線
か
ら
都
心
へ
乗
り
換
え
な
し
で
行
け
る
よ
う
に
な
る
。
住
宅
密
集
地
で
の
建
設
だ
け
に
、

騒
音
防
止
な
ど
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
工
事
は
進
め
ら
れ
て
い
る
。

進
化
す
る
通
勤
路
線

　

東
急
東
横
線
は
、
関
東
地
方
を
代
表
す
る
人
気
路

線
の
一
つ
だ
。
元
々
、
沿
線
に
自
由
が
丘
、
田
園
調
布

と
い
っ
た
人
気
の
ま
ち
を
抱
え
て
い
た
が
、
平
成
16
年

2
月
に
横
浜
高
速
鉄
道
み
な
と
み
ら
い
線
と
の
相
互

直
通
運
転
を
開
始
。
都
心
と
み
な
と
み
ら
い
地
区
・
横

浜
中
華
街
を
直
結
し
、
通
勤
通
学
や
観
光
に
欠
か
せ

な
い
路
線
と
な
っ
た
。
更
に
平
成
25
年
3
月
に
は
、
東

京
メ
ト
ロ
副
都
心
線
と
の
相
互
直
通
運
転
が
ス
タ
ー

ト
。
東
武
東
上
線
、
西
武
池
袋
線
な
ど
か
ら
直
通
列

車
が
運
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
田
園
調
布
・
日
吉
間

で
東
横
線
に
乗
り
入
れ
る
目
黒
線
と
合
わ
せ
、
東
京
・

埼
玉
・
神
奈
川
を
結
ぶ
相
互
直
通
路
線
網
を
形
成
し

て
い
る
。

　

そ
の
路
線
網
が
、
新
た
な
進
化
を
遂
げ
よ
う
と
し

て
い
る
。
日
吉
か
ら
分

岐
し
て
新
横
浜
を
経
由

し
、
相
模
鉄
道
に
直
通

す
る
「
相
鉄
・
東
急
直

通
線
（
通
称
Ｓ
Ｔ
線
）」

だ
。
完
成
す
れ
ば
、
相

鉄
線
・
東
急
線
沿
線
か

綱島は、昔ながらのに
ぎわいがあって好きだ
という伊藤浩所長

ら
東
海
道
新
幹
線
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
の
は
も
ち

ろ
ん
、
横
浜
市
西
部
お
よ
び
神
奈

川
県
央
部
の
相
鉄
沿
線
か
ら
都
心

へ
乗
り
換
え
な
し
で
行
け
る
よ
う

に
な
る
。
相
鉄
の
二
俣
川
駅
か
ら

目
黒
駅
ま
で
の
所
要
時
間
は
、
現

行
の
54
分
か
ら
乗
り
換
え
な
し
の

38
分
と
、
実
に
16
分
も
短
縮
さ
れ

る
見
込
み
だ
。
途
中
に
は
新
横
浜

駅
と
新
綱
島
駅（
い
ず
れ
も
仮
称
、

以
下
同
）
の
設
置
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
平
成
34
年
度
下
期
の
開
業
を
目
指
し
て
建
設

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

綱
島
鉄
道
建
設
所
は
、
羽
沢
駅
（
仮
称
）・
日
吉

駅
間
10
・
０
㎞
の
相
鉄
・
東
急
直
通
線
の
う
ち
新
横

浜
駅
・
日
吉
駅
間
５・
６
㎞
の
建
設
を
担
当
し
て
い

る
。
建
設
所
の
最
寄
り
駅
で
あ
る
綱
島
駅
は
、
大
正

15
（
１
９
２
６
）
年
２
月
に
綱
島
温
泉
駅
と
し
て
開

業
。
鶴
見
や
川
崎
、
江
田
な
ど
各
方
面
か
ら
路
線
バ

ス
が
集
ま
る
交
通
の
要
衝
だ
。
明
治
時
代
に
桃
の
栽

培
が
始
ま
り
、
一
時
は
岡
山
を
し
の
ぐ
ほ
ど
の
出
荷
量

を
誇
っ
た
ほ
か
、
昭
和
30
年
代
ま
で
は
温
泉
街
が
に
ぎ

■ 神奈川東部方面線路線図

■ 綱島鉄道建設所担当区間

　　　　　　計画線路図

新綱島駅（仮称）

（仮称） 
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わ
い
、「
東
京
の
奥
座
敷
」
と
呼
ば
れ
た
。

ま
ち
の
歴
史
と
隣
り
合
わ
せ
の
工
事
現
場

　

現
在
の
綱
島
は
宅
地
化
が
進
み
、
駅
の
周
囲
に
は

商
店
街
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
並
ぶ
住
宅
街
だ
。
そ
の

綱
島
駅
の
す
ぐ
東
隣
で
、
Ｓ
Ｔ
線
新
綱
島
駅
の
建
設

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

新
綱
島
駅
の
建
設
現
場
を
、
綱
島
鉄
道
建
設
所
の

伊
藤
浩
所
長
が
案
内
し
て
く
れ
た
。

　
「
当
建
設
所
管
内
の
作
業
は
、
平
成
26
年
８
月
に
準

備
工
に
着
手
し
、
平
成
27
年
５
月
か
ら
土ど
ど
め
へ
き

留
壁
の
打

設
を
開
始
し
ま
し
た
。
新
綱
島
駅
は
最
深
部
で
約
40

ｍ
の
深
さ
が
あ
り
、
現
在
は
25
〜
30
ｍ
程
度
ま
で
掘
り

進
ん
で
い
ま
す
」

　

現
場
に
入
る
と
、
白
い
２
棟
の
大
型
建
屋
が
目
に

入
っ
た
。

　
「
防
音
ハ
ウ
ス
で
す
。
作
業
は
昼
夜
通
し
で
行
う
た

め
、
夜
間
に
周
囲
へ
音
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
設
け
て
い

ま
す
」

　

伊
藤
所
長
の
案
内
で
、
現
場
の
す
ぐ
南
に
あ
る
鶴

見
川
の
土
手
に
上
が
っ
た
。
か
つ
て
は
暴
れ
川
と
し
て

知
ら
れ
、
綱
島
は
何
度
も
大
規
模
な
水
害
に
見
舞
わ

れ
て
い
る
。
戦
後
に
は
水
質
悪
化
が
問
題
に
な
っ
た
時

期
も
あ
っ
た
が
、
多
く
の
人
々
の
努
力
に
よ
っ
て
清
流

の
姿
を
取
り
戻
し
た
。
毎
年
春
に
な
る
と
桜
や
菜
の
花

が
咲
き
誇
り
、
今
日
も
散
歩
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち

や
お
年
寄
り
の
姿
が
見
え
る
。

　
「
Ｓ
Ｔ
線
は
、
こ
の
鶴
見
川
の
川
底
か
ら
20
ｍ
ほ
ど

下
を
横
断
し
ま
す
。
新
綱
島
駅
か
ら
南
側
の
新
横
浜

ト
ン
ネ
ル
は
、
全
長
３
３
０
４
ｍ
、
直
径
９・５
ｍ
の

複
線
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
で
、
最
も
深
い
所
で
地
下
約

57
ｍ
を
通
過
し
ま
す
」

　

土
手
か
ら
は
、
数
台
の
重
機
が
地
下
か
ら
土
砂
を

す
く
い
上
げ
て
い
る
様
子
が
見
え
た
。
新
横
浜
方
面
に

向
け
て
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
に
よ
る
掘
削
が
始
ま
る
と
、

更
に
３
棟
の
防
音
ハ
ウ
ス
が
設
置
さ
れ
る
予
定
だ
。
特

に
、
東
側
の
泥
水
処
理
施
設
を
囲
う
防
音
ハ
ウ
ス
は
、

東
西
86
ｍ
、
南
北
42
ｍ
、
高
さ
21
ｍ
と
い
う
大
規
模
な

も
の
に
な
る
。

　

土
手
か
ら
降
り
る
と
、
桃
の
果
樹
園
が
あ
っ
た
。
明

治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
隆
盛
し
た
綱
島
の
桃
栽

培
は
、
水
害
や
戦
争
の
影
響
で
衰
退
し
、
一
度
は
途
絶

え
た
。
現
在
は
最
初
に
桃
栽
培
を
始
め
た
池い
け
の
や谷
家
だ

け
が
栽
培
を
行
っ
て
い
る
。
果
樹
園
の
向
こ
う
に
ち
ら

り
と
見
え
る
古
民
家
は
、
今
か
ら
２
０
０
年
以
上
前
に

建
て
ら
れ
た
池
谷
邸
だ
。
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
並
ぶ
駅

の
す
ぐ
近
く
に
、
江
戸
期
の
古
民
家
が
残
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
に
、
こ
の
ま
ち
の
長
い
歴
史
が
う
か
が
え
る
。

最
新
技
術
で
周
辺
へ
の
影
響
を
最
小
限
に

　

工
事
現
場
に
戻
っ
て
、新
綱
島
駅
の
立
坑
に
入
ろ
う
。

人
一
人
が
や
っ
と
通
れ
る
ほ
ど
の
階
段
を
、
延
々
と
降

り
て
い
く
。

　
「
新
綱
島
駅
建
設
工
事
の
特
徴
の
一
つ
は
、
国
内
の

鉄
道
構
造
物
と
し
て
は
新
横
浜
駅
建
設
工
事
と
併
せ

て
初
め
て
、
土
留
壁
兼
本
体
壁
と
な
る
鋼
製
地
中
連

続
壁
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
セ
メ
ン

ト
と
現
地
の
土
を
混
ぜ
た
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
で
作
っ
た

土
留
壁
に
、
継
手
の
付
い
た
Ｈ
鋼
を
建
て
込
ん
で
連
続

壁
体
を
構
築
す
る
工
法
で
す
。
Ｈ
鋼
が
連
結
さ
れ
る
の

で
、
従
来
の
柱
列
壁
工
法
よ
り
も
信
頼
性
の
高
い
土
留

壁
が
構
築
で
き
ま
す
。
ま
た
仮
設
で
は
な
く
本
体
の
一

部
と
し
て
使
う
の
で
、
用
地
、
掘
削
量
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
量
の
縮
減
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
」

土砂はトラックで神奈川区の広域利用センターへ運ばれる

川沿いには今後泥水処理施設が設置される

鶴見川。土手でジョギングや散歩を楽しむ人々も多い
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伊
藤
所
長
が
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
た
。

Ｈ
鋼
が
密
着
し
て
連
結
さ
れ
る
た
め
止
水
性
が
高
い

と
い
う
利
点
も
あ
り
、
地
下
水
の
流
入
を
最
小
限
に

抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
綱
島
は
、
か
つ
て
の
温

泉
地
。
鋼
製
地
中
連
続
壁
工
法
の
採
用
は
、
地
下
水
、

つ
ま
り
温
泉
資
源
の
保
護
に
も
役
立
つ
。
地
下
水
の
水

位
は
常
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
さ
れ
て
お
り
、
工
事
に
起
因

す
る
影
響
を
確
認
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

地
下
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
切
梁
を
く
ぐ
る
よ
う
に

通
路
を
歩
き
、
ま
ず
は
鶴
見
川
が
あ
る
新
横
浜
方
に

向
か
う
。
頭
上
に
大
き
な
鋼
管
が
現
れ
た
。

　
「
こ
れ
は
市
道
の
直
下
に
あ
る
下
水
管
で
、
元
々
埋

設
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
ご
覧
の
よ
う
に
吊
り
下
げ

て
、
活
か
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
」

　

新
横
浜
方
の
端
部
で
は
、
数
台
の
重
機
が
入
っ
て
新

横
浜
ト
ン
ネ
ル
の
発
進
立
坑
と
な
る
箇
所
の
掘
削
作

業
が
行
わ
れ
て
い
た
。

推進工事に向けて準備が進められる日吉方の褄壁。ここから 34.5mが駅構内の非開削区間となる

重機で掘削作業を行っている新横浜方の立坑部

　
一
方
、
反
対
側
の
日
吉
方
褄つ
ま
か
べ壁
で
は
、
ア
ー
チ
状
の

鋼
材
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
新
綱
島
駅
の
日
吉

方
34・５
m
は
、
市
道
や
住
宅
の
下
を
通
過
す
る
た
め
、

褄
壁
か
ら
角
形
鋼
管
（
１
ｍ
×
１
ｍ
×
34
・
５
ｍ
）
を

ト
ン
ネ
ル
状
に
42
本
推
進
し
、
内
側
に
駅
舎
を
構
築

す
る
非
開
削
工
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
「
日
吉
方
の
立
坑
部
の
掘
削
深
さ
は
約
40
ｍ
と
な
り

ま
す
が
、
現
在
は
約
29
ｍ
ま
で
掘
り
進
ん
で
い
ま
す
。

角
形
鋼
管
の
推
進
は
、
上
半
部
17
本
と
下
半
部
25
本

を
２
回
に
分
け
て
実
施
す
る
計
画
で
あ
り
、
上
半
部
に

つ
い
て
は
現
在
の
掘
削
位
置
か
ら
推
進
し
ま
す
」

　

褄
壁
を
は
つ
っ
て（
削
っ
て
）い
る
箇
所
で
は
、
数
人

の
作
業
員
が
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
に
入
っ
て
作
業
を
し
て

い
る
。
作
業
は
、
駅
部
の
開
削
工
事
を
含
め
可
能
な
限

り
昼
夜
２
交
代
制
で
実
施
し
て
お
り
、
全
体
で
１
０
０

人
ほ
ど
の
作
業
員
が
従
事
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
こ
れ
か
ら
角
形
鋼
管
の
推
進
工
事
が
始
ま
り
ま
す機能を損なわないよう、丁寧に吊された下水管
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切梁が幾層にも重ねられた新綱島駅（仮称）の開削工事

が
、
褄
壁
に
土
留
壁
の
芯
材
と
し
て
建
て
込
ん
だ
Ｈ
鋼

が
残
っ
た
ま
ま
で
は
推
進
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
Ｈ
鋼
を
撤
去
し
て
セ
メ
ン
ト
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
を
充

填
し
て
い
ま
す
。
上
半
部
の
推
進
が
完
了
し
た
ら
、
立

坑
部
の
掘
削
を
再
開
し
て
更
に
10
ｍ
ほ
ど
掘
り
下
げ
て

床
付
け
し
、
下
床
版
構
築
後
に
シ
ー
ル
ド
工
事
と
下
半

部
の
角
形
鋼
管
の
推
進
工
事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
」

　
一
口
に
、
地
下
を
掘
り
進
め
る
と
言
っ
て
も
、
そ
の

や
り
方
は
単
純
で
は
な
い
。
強
度
と
安
全
を
確
保
し
な

が
ら
効
率
よ
く
作
業
を
進
め
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。

シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
に
よ
る
掘
進
工
事
は
秋
か
ら

　

立
坑
か
ら
出
て
、
今
度
は
地
上
を
日
吉
方
面
へ
歩
い

て
み
る
。
新
綱
島
・
日
吉
間
の
綱
島
ト
ン
ネ
ル
は
、
全

長
１
０
６
５
ｍ
。
Ｓ
Ｔ
線
で
は
唯
一
、
直
径
６・８
ｍ
の

単
線
ト
ン
ネ
ル
が
二
つ
並
ぶ
単
線
並
列
の
円
形
ト
ン
ネ

ル
を
採
用
し
て
い
る
。
大
部
分
の
区
間
が
東
急
東
横
線

の
直
近
に
あ
り
、
高
架
橋
の
基
礎
杭
を
避
け
、
か
つ
両

側
の
側
道
の
範
囲
に
収
ま
る
よ
う
に
し
た
た
め
だ
。
現

在
は
高
架
橋
下
で
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
側
道

は
普
段
通
り
の
姿
だ
。

　
「
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
に
よ
る
ト
ン
ネ
ル
掘
進
工
事
は
、

新
横
浜
ト
ン
ネ
ル
は
今
年
の
秋
頃
の
ス
タ
ー
ト
を
目
標

に
し
て
お
り
、
新
綱
島
駅
か
ら
新
横
浜
方
へ
向
け
て
掘

り
進
め
ま
す
。
ま
た
、
綱
島
ト
ン
ネ
ル
は
、
平
成
31
年

の
ス
タ
ー
ト
を
目
標
に
し
て
お
り
、
新
綱
島
駅
か
ら
日

吉
方
面
に
向
け
て
掘
り
進
め
、
到
達
部
に
設
け
る
仮

設
立
坑
で
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
、新
綱
島
駅
に
戻
る
こ
と
で
、

２
本
の
単
線
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
計
画
で
す
」

　

最
後
に
、
電
車
に

乗
っ
て
新
横
浜
の
現

場
を
訪
れ
た
。
新
線

の
新
横
浜
・
新
綱
島

間
の
営
業
キ
ロ
で
は

３・６
㎞
ほ
ど
だ
が
、

今
は
菊
名
で
乗
り

換
え
、
15
分
近
く

か
か
る
。
相
鉄
・
東

急
直
通
線
が
開
業

す
れ
ば
、
５
分
も
か

か
ら
な
い
だ
ろ
う
。

工
事
は
、
新
横
浜

駅
前
を
通
る
環
状
２
号
線
の
中
央
分
離
帯
を
活
用
し
、

道
路
交
通
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
て
い
た
。
そ
の

向
こ
う
に
は
、
横
浜
ア
リ
ー
ナ
が
見
え
る
。
相
鉄
・
東

急
直
通
線
が
開
業
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
横
浜
ア
リ
ー
ナ

や
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
格
段
に
向
上
す

る
だ
ろ
う
。
相
鉄
沿
線
に
新
た
な
住
宅
地
が
発
展
し
、

新
横
浜
を
軸
に
一
層
多
く
の
人
が
集
ま
る
。
相
鉄
・
東

急
直
通
線
の
使
命
は
大
き
い
。

　
「
説
明
会
な
ど
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
と
と
も
に
、

鉄
道
を
早
く
造
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
激
励
を
頂
き
ま
す
。

鉄
道
が
完
成
す
れ
ば
、
便
利
に
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
そ
こ
か
ら
ま
ち
づ
く
り
が
機
能
す
る
と
い
う
面

も
あ
り
ま
す
。
綱
島
は
昔
な
が
ら
の
風
情
が
残
る
素
敵

な
ま
ち
で
、
住
民
の
方
々
と
密
接
に
や
り
と
り
し
な
が

ら
、安
全
に
〝
良
い
も
の
〞
を
造
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

　

自
身
も
横
浜
在
住
と
い
う
伊
藤
所
長
の
穏
や
か
な

表
情
か
ら
は
、
静
か
な
自
信
が
感
じ
ら
れ
た
。

綱島トンネル推進工事のUターン地点。これより日吉寄りは東
急電鉄に建設を委託している



新しいまちの歴史を見守る、
綱島のシンボル・日月桃

　新綱島駅(仮称）工事現場のす
ぐ横で、今年も桃の木が花を咲か
せようとしている。栽培を行って
いるのは、池谷家第16 代当主、
池谷道義さんだ。
　「明治 30年代に、私の曾祖父
である池谷道太郎が、初めて桃
の栽培を始めました。綱島を流
れる鶴見川は、恵みの川である

と同時に暴れ川でもあり、水害に強い農作物として桃を選
んだのです」
　道太郎氏は桃の品種改良に取り組み、明治40年に「日

じつ

月
げつ

桃
とう

」と呼ばれる新種の栽培に成功。味が良く、病気に強
いうえ高く売れる極早生の品種で、大正から昭和初期にか
けて綱島の桃栽培は最盛期を迎えた。
　「しかし戦争が始まると、『嗜好品の桃より米や麦を作
れ』という指導もあり、桃の栽培は次第に減少していき
ました。戦後も宅地需要の増大により畑を手放す農家が
増えたことに加え、海外品種に押されたこともあり、昭
和 40 年頃、日月桃の栽培は途絶えてしまいました」　
　転機が訪れたのは、平成に入ってからだ。平成９年、つ
くば市にある農林水産省の果樹試験場（当時）に日月桃の

原木が残されていることが分かった。道義さんの父である
池谷光朗氏は、原木を確認して枝を分けてもらい、約30
年ぶりに復活させたのである。
　「現在は、約 50本の桃を栽培しており、うち3分の 1
が日月桃です。販売は直売のみで、朝採れた桃を午後には
販売します。収穫時と販売時の2度しか触らないので、完
熟した最もおいしい状態の桃を販売することができます」
　桃栽培はできるところまで続けるという池谷道義さん。
相鉄・東急直通線の建設は、ど
のように映っているのだろうか。
　「綱島は、30～ 40 年ごとに
栄枯盛衰を繰り返してきたまち
です。新駅の建設が発表されて、
まちづくりが一気に動き出しま
した。相鉄・東急直通線の開業
によって、新しい綱島の歴史が
始まるのだと思います」
　綱島のシンボルである日月
桃。新しい鉄道が開業し、まち
づくりが進んでも、その歴史と
伝統は受け継がれていくに違い
ない。

　神奈川県横浜市港北区の東部にあるまち。鶴見川に
接したまちで、東急東横線綱島駅を中心に住宅地が広
がっている。かつては桃の栽培や製氷が盛んで、「東京
の奥座敷」と呼ばれた綱島温泉は多くの行楽客で栄えた。

▶▶綱島鉄道建設所

池谷桃園代表、新綱島駅前
地区市街地再開発準備組合
副理事長　

池
いけのや

谷 道
みちよし

義さん

昭和初期に使われた綱島の桃の出荷用ラベル

「綱島市民の森」
　東急東横線綱島駅から徒歩10 分ほどの場所
にある、住宅地に囲まれた小さな森。杉や檜、
竹林などに包まれた散歩道があり、晴れた日な
ら展望台から富士山を眺めることもできる。毎
年 3月に開催される綱島桃まつりの会場でもあ
る。森の北側にある、旧飯田家住宅も綱島の
歴史を感じさせる古民家だ。 綱島市民の森には展望台もある

池谷家とともに綱島の歴史を
紡いできた飯田家古民家（登
録有形文化財：内部非公開）毎年 3月第 2日曜日に「綱島市民の森・桃の里ひろば」

で開催される「綱島桃まつり」（写真提供：横浜日吉新聞）

古民家 池谷邸（内部非公開）

狭い駅前にバスが発着し再開発が待たれ
る綱島駅前
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綱島エリア紹介
●

●
●

●

◆日月桃記念碑
　池谷家の庭先にある石碑。
池谷道太郎氏が日月桃を開
発したことをたたえる石碑
で、先代の故・池谷光朗氏が
建立したもの。背後にある古
民家は安政 4年築の池谷邸
で、普段は非公開ながら江戸
時代からの貴重な農具など
が保存されている。
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間
が
電
化
さ
れ
、
電
車
の
運
転
が
始
ま
っ
た
。

　
そ
の
後
、
静
岡
電
気
鉄
道
に
改
称
、
秋
葉

鉄
道
を
買
収
し
秋
葉
線
（
新
袋
井
・
遠
州
森

町
間
12
・
１
㎞
、
可か
す
い
ぐ
ち

睡
口
・
可
睡
間
１・１

㎞
）
の
整
備
や
、静
岡
市
内
線
（
静
岡
駅
前・

安
西
間
２・０
㎞
）、
清
水
市
内
線
（
港
橋
・

横
砂
間
４・６
㎞
）
な
ど
の
路
線
網
の
拡
大

を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
18
（
１
９
４
３
）

年
に
は
戦
時
下
の
経
済
統
制
を
目
的
と
し
た

陸
上
交
通
事
業
調
整
法
に
よ
り
、鉄
道
２
社
、

バ
ス
２
社
と
合
併
し
社
名
を
静
岡
鉄
道
に
改

め
た
。
昭
和
23
年
（
１
９
４
８
）
年
に
は
、

合
併
前
に
は
別
々
に
経
営
さ
れ
て
い
た
藤
相

鉄
道
と
中
遠
鉄
道
の
路
線
を
連
結
し
駿
遠

線
（
大
手
・
新
袋
井
間
64
・
６
㎞
）
と
し
て

運
行
を
開
始
し
た
。

清水マリンパークから見た富士山

静岡県

静岡鉄道静岡清水線は、新静岡・新清水間11.0kmを
5～7分の運転間隔で高頻度に運行する。

それでも半世紀以上にわたって運転事故はゼロだ。
現在は新型車両Ａ3000形の導入を進めており、

早春の駿河路の話題となっている。

静 岡 鉄 道
◆寄稿◆地方鉄道を訪ねて  【静岡県】

入
江
岡

桜
橋

狐
ヶ
崎

御
門
台

草
薙

県
立
美
術
館
前

県
総
合
運
動
場

古
庄

長
沼柚

木
春
日
町

音
羽
町

日
吉
町

新
静
岡

JR静岡駅 JR東静岡駅

東海道新幹線

駿河湾

JR草薙駅

新
清
水

■ 静岡鉄道静岡清水線路線図

新 型 車 両 Ａ3000 形。
100周年を迎える2019
年度までに7色のライ
ンナップがそろう予定だ

鉄
道
の
ス
タ
ー
ト
は

静
岡
茶
の
清
水
港
輸
送

　

明
治
30
年
代
、
静
岡
茶
の
海
外
輸
出
の
拠

点
・
清
水
港
で
は
、
産
地
か
ら
港
ま
で
の
運

搬
は
牛
車
や
馬
車
が
頼
り
で
、
輸
送
力
の
増

強
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
地
元
有
力
者
ら
に
よ
り
鉄
道
に
よ

る
輸
送
が
企
図
さ
れ
、
明
治
39
（
１
９
０
６
）

年
８
月
に
旧
静
岡
鉄
道
が
設
立
さ
れ
た
。
同

社
は
明
治
41
（
１
９
０
８
）
年
７
月
、
日
本

各
地
の
他
の
鉄
道
会
社
７
社
と
合
併
し
大
日

本
軌
道
静
岡
支
社
に
編
成
さ
れ
、
軽
便
路
線

の
開
通
が
進
め
ら
れ
た
。
同
年
12
月
に
は
、

現
在
の
新
静
岡
駅
で
あ
る
鷹た
か
じ
ょ
う
匠
町
と
現
在
の

新
清
水
駅
で
あ
る
江
尻
新
道
間
が
蒸
気
機
関

車
に
よ
っ
て
営
業
運
転
を
開
始
し
た
。
軌
間

７
６
２
㎜
の
単
線
だ
っ
た
。

　
年
前
に
登
場
し
た

両
開
き
車
両

　

大
正
８
（
１
９
１
９
）
年
５
月
、
新
た
に

地
元
の
資
本
に
よ
り
駿
遠
電
気
を
設
立
し
、

大
日
本
軌
道
静
岡
支
社
の
軽
便
鉄
道
路
線

を
買
収
し
、電
化
、改
軌
、

複
線
化
が
進
め
ら
れ
た
。

こ
れ
が
現
在
の
〝
静
鉄
〞

の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
大

正
９
（
１
９
２
０
）
年
に

は
鷹
匠
町
・
江
尻
新
道

57

今田智久社長
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〈会社概要〉
■本　　社　〒 420-8510
                  静岡県静岡市葵区鷹匠 1-1-1
■設　　立　大正８(1919) 年５月１日
■払込資本　18億円
■筆頭株主　東京急行電鉄株式会社 3.87％
■株 主 数　1,760名
■代 表 者　代表取締役社長　今田智久
■従業員数　486名（平成 29年３月31日現在）

〈路　　線〉
■営業区間　
　静岡清水線：新静岡・新清水間 11.0㎞
　　　　　　　（全線複線電化）
■駅　　 数　15駅
　〔うち有人駅３（新静岡、草薙、新清水）〕
■車 両  数　26両 13編成

静岡鉄道株式会社

鉄道・運輸機構の助成実績
〈主な助成事業〉
■鉄道軌道近代化設備整備費補助事業
　平成 19年度
■鉄道軌道輸送高度化事業費補助事業
　平成 20・21年度
　ATSの改良、出改札の改良、レールの重軌条
　化、マクラギの PC化

地方鉄道を訪ねて【静岡県】静岡鉄道寄稿　

　

昭
和
30
年
代
か
ら
の
自
動
車
の
普
及

に
伴
い
静
岡
市
内
線
な
ど
が
次
々
と
廃
線

に
な
っ
た
が
、
静
岡
清
水
線
は
、
昭
和
９

（
１
９
３
４
）
年
に
は
全
線
複
線
化
し
た
こ
と

や
社
員
の
た
ゆ
ま
ぬ
近
代
化
努
力
に
よ
っ
て

生
き
残
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
代
表
例
が

昭
和
36
（
１
９
６
１
）
年
に
長
沼
工
場
で
開

発
し
た
両
開
き
の
大
型
車
両
ク
モ
ハ
１
０
０

形
で
あ
る
。こ
の
よ
う
な
近
代
的
設
備
を
持
っ

た
大
型
車
両
が
地
方
私
鉄
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
こ
と
は
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
。

新
型
車
両
登
場
で

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

　

約
40
年
前
か
ら
運
行
し
て

い
る
現
行
の
１
０
０
０
形
か

ら
新
型
車
両
A
３
０
０
０
形

へ
平
成
28
年
よ
り
更
新
が
開

始
さ
れ
、
今
年
３
月
に
は
３・

４
編
成
目
が
登
場
し
た
。
全

12
編
成
を
８
年
間
か
け
て
更

新
す
る
予
定
だ
。
そ
の
う
ち
７
編
成
は
〝
静

岡
レ
イ
ン
ボ
ー
ト
レ
イ
ン
ズ
〞
の
愛
称
が
付

け
ら
れ
る
。
静
岡
県
自
慢
の
特
産
品
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
７
色
を
施
す
も
の
で
、
既
に

運
行
し
て
い
る
A
３
０
０
１
号
は
富
士
山
、

Ａ
３
０
０
２
号
は
イ
チ
ゴ
、
今
春
に
登
場
し

た
Ａ
３
０
０
３
号
は
お
茶
を
、
Ａ
３
０
０
４

号
は
ミ
カ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

　

鉄
道
友
の
会
か
ら
は
平
成
29
年
の
ロ
ー
レ

ル
賞
を
受
賞
し
た
。
利
用
者
や
沿
線
住
民
か

ら
も
沿
線
イ
メ
ー
ジ
が
明
る
く
な
っ
た
と
喜

ば
れ
、
静
鉄
グ
ル
ー
プ
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

「
ち
ゃ
っ
き
り
ぶ
し
」
で
迎
え
ら
れ
る

　

取
材
前
に
東
京
の
鉄
道
フ
ァ
ン
か
ら

「
狐
き
つ
ね

ヶが

崎さ
き

駅
は
民
謡
・
ち
ゃ
っ
き
り
ぶ
し
の

発
祥
地
だ
」
と
教
え
ら
れ
た
。
い
つ
も
の
よ

う
に
、
最
初
に
全
線
を
一
往
復
す
る
予
定
と

し
て
い
た
が
、
狐
ヶ
崎
駅
が
気
に
な
っ
て
途

中
下
車
し
た
。
駅
舎
内
に
「
ち
ゃ
っ
き
り
ぶ

し
」（
作
詞
・
北
原
白
秋
、
作
曲
・
町
田
嘉

章
）
の
誕
生
由
来
が
掲
示
さ
れ
て
い
た
。
説

明
板
を
見
上
げ
て
い
る
と
通
り
が
か
り
の
男

性
が
「
昭
和
２
（
１
９
２
７
）
年
に
静
鉄
が

狐
ヶ
崎
遊
園
地
を
開
園
し
た
時
に
作
っ
た
歌

で
す
。
遊
園
地
は
も
う
な
い
で
す
よ
」
と
教

え
て
く
れ
た
。
こ
の
民
謡
の
合
い
の
手
に
も

狐ヶ崎駅ホーム

新静岡駅の改札口

長沼車両基地

イチゴをイメージした「パッションレッド」色
のA3002号

甲種輸送中のA3003号とA3004号

狐ヶ崎駅舎内にある「ちゃっきりぶし」
の説明版

長沼車両基地に展示さ
れている、国内には2
両しかない「デワ1号」
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静岡浅間神社。大拝殿（左）と舞殿（右）

登呂遺跡にある竪穴式住居跡の復元住居

光
客
誘
致
へ
の
熱
意
が
あ
ま
り
伝
わ
っ
て
こ

な
い
よ
う
に
感
じ
る
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う

か
。

　

静
岡
鉄
道
の
今
田
智
久
社
長
は
「
国
を
挙

げ
て
日
本
が
観
光
立
国
を
目
指
す
取
り
組
み

へ
の
意
識
が
問
わ
れ
て
い
て
、
静
岡
で
も
こ

れ
ま
で
以
上
に
観
光
産
業
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
現
在
、
静
岡
県
と
静
岡
市
で
日
本
平
の

山
頂
整
備
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
静
鉄

グ
ル
ー
プ
と
し
て
も
日
本
平
と
徳
川
家
康
公

を
祀
る
久
能
山
東
照
宮
を
結
ぶ
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
を
運
行
し
て
お
り
、
人
が
集
ま
り
ゆ
っ
く

り
と
時
間
を
過
ご
せ
る
施
策
を
検
討
し
て
い

る
。
日
本
平
全
体
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
語
る
。

　
こ
の
整
備
事
業
の
進
ち
ょ
く
が
注
目
さ
れ

て
い
て
、
現
場
に
行
く
と
、
今
年
秋
の
完
成

を
目
指
し
て
山
頂
か
ら
四
方
を
一
望
で
き
る

回
廊
の
整
備
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ

て
い
た
。

観
光
客
か
ら
の

厳
し
く
も
う
れ
し
い
助
言　

　

日
本
平
山
頂
の
観
光
客
に
観
光
活
性
化

の
ア
イ
デ
ア
を
聞
い
て
み
た
。

　

東
京
か
ら
来
た
年
配
グ
ル
ー
プ
の
一
人
は

「
草く
さ
な
ぎ薙
か
ら
日
本
平
へ
の
コ
ー
ス
を
Ｐ
Ｒ
し
て

は
ど
う
か
」
と
言
う
。
草
薙
は
Ｊ
Ｒ
東
海
道

線
の
駅
も
あ
り
、
コ
ー
ス
案
内
が
良
け
れ
ば
、

東
京
方
面
か
ら
の
観
光
客
誘
致
も
期
待
で
き

る
と
い
う
。
観
光
ル
ー

ト
の
選
択
肢
が
多
く

な
る
こ
と
は
、
観
光

客
に
静
岡
を
訪
れ
て

も
ら
う
た
め
の
有
効

な
方
法
の
一
つ
だ
ろ

う
。

　

台
湾
か
ら
一
人
旅

な
っ
て
い
る
「
ち
ゃ
っ
き
り
」
は
、
お
茶
の

葉
を
は
さ
み
で
切
る
音
を
表
し
て
い
て
、元
々

の
歌
詞
は
30
番
ま
で
あ
る
。
静
岡
名
産
の
お

茶
摘
み
の
様
子
や
、
日
本
平
な
ど
の
静
岡
・

清
水
の
名
所
が
歌
詞
に
登
場
す
る
。
昭
和
32

（
１
９
５
７
）
年
の
静
岡
国
体
を
き
っ
か
け
に

全
国
に
知
ら
れ
、
今
は
静
岡
民
謡
と
し
て
定

着
し
て
い
る
。

駅
ビ
ル
が

静
岡
市
街
地
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に

　

静
岡
鉄
道
本
社
ビ
ル
の
向
か
い
に
複
合

日本平の山頂吟望台から見た富士山

日本平の山頂吟望台

商
業
施
設
「
新
静
岡
セ
ノ
バ
」
が
あ
る
。
英

語
や
ス
ペ
イ
ン
語
な
ど
を
合
わ
せ
た
造
語
で

「
人
が
行
き
交
う
新
鮮
な
場
所
」「
静
岡
の
中

心
で
輝
く
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。
静
岡
鉄
道
の
電
車
、
バ
ス
が
そ
こ
か
ら

発
着
し
て
い
て
、
静
岡
市
街
の
拠
点
と
な
っ

て
い
る
。
以
前
あ
っ
た
新
静
岡
セ
ン
タ
ー
の

老
朽
化
に
よ
り
建
て
直
さ
れ
、
平
成
23
年
秋

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。「
新
静
岡
セ
ノ
バ
」
の
開

業
に
よ
っ
て
、
公
共
交
通
施
設
と
商
業
施
設

を
併
せ
持
つ
静
岡
市
街
の
拠
点
が
一
層
整
備

さ
れ
、
こ
の
日
も
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

　
「
清
水
か
ら
は
電
車
に
乗
っ
て
約
20
分
で

行
け
、
そ
の
う
え
運
転
間
隔
が
５
〜
７
分
な

の
で
便
利
で
す
」
と
利
用
者
の
評
価
も
高
い
。

「
鉄
道
利
用
者
は
通
勤
客
が
主
体
で
年
間
約

１
１
０
０
万
人
。
こ
こ
数
年
は
微
増
傾
向
で

す
。静
鉄
グ
ル
ー
プ
の
全
収
入
か
ら
す
れ
ば
、

鉄
道
の
比
率
は
１
％
程
度
に
な
っ
て
い
ま
す
」

（
仲
田
健
二
取
締
役
鉄
道
部
長
）
と
言
う
が
、

数
字
に
は
表
れ
な
い
経
営
効
果
を
上
げ
て
い

る
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

日
本
平
の
観
光
活
性
化
に
傾
注

　

静
岡
県
は
本
州
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

四
方
か
ら
霊
峰
富
士
山
を
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
、
駿
河
湾
や
遠
州
灘
の
海
に
も
開
け
て

い
る
。
県
庁
所
在
地
・
静
岡
の
Ｊ
Ｒ
静
岡
駅

に
東
海
道
新
幹
線
ひ
か
り
号
の
全
列
車
が
停

車
し
な
い
不
便
さ
は
あ
る
が
、
地
元
か
ら
観

久能山東照宮の社殿正面
にある唐門（左）と平成 22
年に国宝指定された社殿
（上）
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地方鉄道を訪ねて【静岡県】静岡鉄道寄稿　

　静岡鉄道本社と静岡デザイン専門学校は至近距
離にある。そして細い道 1本を隔てて静岡清水線
のレールが並ぶ。専門学校の最寄り駅は日吉町で
久保田さん自身も県総合運動場駅からの通勤客の
１人だ。「電車は、日常の生活風景の１つになって
います。それは専門学校生 500人にとっても一緒
のことでしょう。静岡鉄道は“生活の足”として
の役割を果たしながら、周辺環境も大事にする真

面目な会社ですね」と話す。
　久保田さんが静岡鉄道を最も評価
するのは、無事故運転への取り組み
姿勢だ。「昭和 37 年 10 月 26 日か
ら 55 年に及ぶ無事故記録は、誉め
言葉が見つからないほどすばらしい
ことだと思います。営業距離の長短
などに関係なく、利用者はもちろん、
沿線市民にとっても自慢してよいこ
とではないでしょうか」。早くから実

施したホーム柵の設置、スロープ整備など、静岡
鉄道の地道な安全対策を列挙する。
　そうした身近な“静鉄”だからこそ、同校の学
生たちは“デザインの教材”として静鉄を活用する。
これまで電車のラッピング、日吉町駅でのマナー
啓発ポスターの掲出などを行ってきた。導入中の
新型車両 A3000 形車内で流れるマナー啓発動画
にも協力して、次世代の息吹を伝えている。

静岡鉄道静岡清水線
利用促進協議会委員
静岡デザイン専門学校校長

久保田 香里さん

で
来
た
女
性
観
光
客
か
ら
は
「
山
頂
か
ら
見

え
る
富
士
山
が
楽
し
み
で
来
ま
し
た
。
夢
中

に
な
り
過
ぎ
て
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
久
能
山
東

照
宮
へ
行
く
こ
と
を
忘
れ
て
い
ま
し
た
。
で

き
れ
ば
バ
ス
の
運
行
本
数
を
増
や
し
て
ほ
し

い
で
す
。
初
め
て
来
る
外
国
人
観
光
客
に
は

忙
し
い
観
光
地
だ
と
思
い
ま
す
」
と
注
文
が

付
い
た
。

　

大
阪
の
大
学
生
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
「
登
呂

遺
跡
と
日
本
平
を
結
ぶ
ル
ー
ト
は
不
可
能
な

の
か
。
静
岡
駅
か
ら
往
復
す
る
ロ
ス
タ
イ
ム

の
解
消
は
観
光
行
政
の
課
題
で
は
」
と
厳
し

い
意
見
が
あ
っ
た
。

　

ど
の
観
光
客
か
ら
の
回
答
に
も
「
静
岡
県

は
県
内
ど
こ
か
ら
で
も
富
士
山
を
仰
ぎ
見
ら

れ
る
日
本
一
ぜ
い
た
く
な
土
地
な
の
で
、
そ

れ
に
満
足
し
な
い
で
観
光
地
と
し
て
の
魅
力

向
上
に
努
力
し
て
ほ
し
い
」
と
の
声
で
一
致

し
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

訪
ね
て
お
き
た
い

新
静
岡
、
新
清
水
の
名
所
・
旧
跡

　

新
静
岡
、
新
清
水
駅
周
辺
に
も
名
所
・
旧

跡
や
観
光
施
設
が
散
在
し
て
い
る
。

　

新
静
岡
駅
近
く
で
は
徳
川
家
康
が
大
御

所
時
代
の
居
城
だ
っ
た
駿
府
城
跡
や
徳
川
幕

府
最
後
の
将
軍
、
徳
川
慶
喜
の
屋
敷
跡
な
ど

が
あ
る
。
新
清
水
駅
周
辺
で
は
清
水
港
の
歴

徳川慶喜の屋敷跡

フェルケール博物館

駿府城公園中濠の桜（上）
と駿府城跡の巽櫓（左）

清水次郎長の銅像

清水次郎長宅跡の石碑静岡デザイン専門学校の校
舎

静岡デザイン専門学校の学生によって作られた、日吉町駅
舎内に掲示されているポスター

サポーターの
声

史
や
役
割
を
紹
介
す
る
フ
ェ
ル
ケ
ー
ル
博
物

館
を
訪
ね
た
い
。「
フ
ェ
ル
ケ
ー
ル
」
と
は
ド

イ
ツ
語
で
「
交
通
・
交
際
」
を
意
味
す
る
言

葉
だ
そ
う
だ
。
博
物
館
奥
の
缶
詰
記
念
館
で

は
、
昭
和
時
代
の
缶
詰
ラ
ベ
ル
や
初
期
の
ツ

ナ
缶
詰
製
造
道
具
が
展
示
さ
れ
、
清
水
の
主

要
産
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
缶
詰
産
業
の
歴
史

も
紹
介
し
て
い
る
。

　

清
水
次
郎
長
宅
跡
や
生
家
に
立
ち
寄
る

旅
行
者
が
多
い
の
も
港
町
・
清
水
な
ら
で
は

の
こ
と
だ
。
も
ち
ろ
ん
港
か
ら
の
富
士
山
の

眺
め
も
抜
群
だ
。
清
水
か
ら
三
保
の
松
原
へ

も
そ
れ
ほ
ど
遠
く
は
な
い
か
ら
、
旅
行
計
画

に
も
加
え
や
す
い
だ
ろ
う
。

　
　

 （
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
　
平
野
雄
司
）
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九州新幹線（武雄温泉・長崎間）駅舎デザイン決定！！

　九州新幹線（武雄温泉・長崎間）は工事延長約 67.0kmで計画され、武雄温泉駅を起点とし、佐
賀県の武雄市、嬉野市と長崎県の東

ひがしそのぎ

彼杵町、大村市、諫早市、長崎市の 2県 5市 1町を経由し、終
点の長崎駅に至る路線です。新幹線の駅として、武雄温泉駅、嬉野温泉（仮称）駅、新大村（仮称）駅、
諫早駅、長崎駅の 5駅が計画されています。
　平成 29年 5月に工事実施計画（その 2）認可を受け開業設備の設計を開始し、駅舎のデザイン
が決定しました。

武雄温泉駅
　本路線の起点となる駅。開湯
1,300 年を誇る武雄温泉のほ
か、建築家の辰野金吾氏が設計
した楼門や、御船山などの観光
資源があります。

諫早駅
　長崎本線、大村線、島原鉄道
と接続する交通結節点となる駅。
植物群が国指定天然記念物に指
定されている諫早公園や、重要
文化財の眼鏡橋があります。

長崎駅
　本路線の終点となる頭端駅。
国際貿易の要であった長崎港の
ほか、異国文化の感じられる建
物や街並みなどの観光資源があ
ります。

新大村（仮称）駅
　大村線と接続する駅で、近く
には長崎空港があります。多良
山系や大村湾などの自然のほか、
「五色塀」が特徴的な武家屋敷
があります。

嬉野温泉（仮称）駅
　美肌の湯として有名な嬉野温
泉のほか、肥前吉田焼、嬉野茶
などの観光資源があります。本
路線で唯一、ハイブリッド構造＊
を採用した駅です。

路線と沿線の紹介

＊ハイブリッド構造：駅の外装や上家（建築）が高架橋（土木構造物）を覆う構造をいいます。工期短縮やコスト縮減、デザインの自由度の向上などが期待でき、鉄道・運輸機構が
　特許を取得しています。

武雄温泉の楼門

肥前吉田焼の食器

嬉野茶の茶畑

諫早公園の楠 大浦天主堂

眼鏡橋

長崎港

御船山 五色塀 多良山系

01
設備部 建築課
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■駅舎デザインの決定プロセス■

■各駅のデザイン紹介■

　機構では、地域に愛される駅を目指して駅をデザインし
ています。外観デザインの検討の際、自治体からの要望と
してコンセプトの提示を受けます。このコンセプトを基に、
機構で経済性や鉄道としての必要性能などの検討を行い、
複数のデザイン案を自治体に提案します。県や市は市民か
らの意見募集や検討委員会等の答申によって推薦案を決定
し、機構に推薦書として回答し、デザインが決定します。

鉄
道
・
運
輸
機
構

デザイン案 説明

諮問

答申

案公表

コンセプト説明依頼

コンセプト
提示

提案書
提示

推薦書回答 意見収集

市

　
　民

コンセプト
推薦案検討

PT・委員会 等

市民
アンケート

地元自治体

嬉野温泉（仮称）駅
　Design Concept　「～心とろけるおもてなし ～未来へつながる出逢いの舞台 ～」　

決定案のデザインイメージ
　歴史ある嬉野の湯宿の装いを洗練された和の構成で表現しま
した。焼物を細い縦格子として使い、温泉宿の趣を演出してい
ます。奥行きの異なる材料により陰影を出し、深みのある表情
を与えます。

A案　「山あいの　湯らめきの駅」 C案　「光と影の　温もりの駅」

B案　「湯どころの　趣のある駅」　

武雄温泉駅
　Design Concept　「＃ TAKEO LIFE」　

決定案のデザインイメージ
　武雄の温泉街になじむ落ち着きのある屋根を現代的に表現し
ました。歴史を感じるしっくいや赤い木組をイメージした素材を
低層部に用いることで、落ち着いた高層部と調和したデザインと
しています。

A案　「自然と調和するダイナミックな駅」 B案　「リズミカルに街へ溶け込む駅」

C案　「温泉街になじむ歴史と新しさを感じる駅」

決定案 

決定案 
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諫　早　駅
　Design Concept　「往来する人々が心躍る、賑わいとおもてなしの空間」　

決定案のデザインイメージ
　明るい未来を感じるゲートをテーマとしています。人々のにぎ
わいを映し出す大きなガラス面を中央に、落ち着きのある諫早
石調の外装を端部に配置して、諫早らしさと未来を映し出すゲー
トを表現しています。

A案　「歴史が誘う、賑わいの駅」 B案　「水と時の流れを感じる、心躍る駅」

C案　「明るい未来へ繋がる、おもてなしのゲート」　

長　崎　駅
　Design Concept　「長崎の新たな玄関口 ～長崎らしさを体現する駅舎～」　

新大村（仮称）駅
　Design Concept　「豊かな自然と歴史・文化が響きあい未来へつながる駅」　

決定案のデザインイメージ
　新しい街の玄関口として、大村の発展と人々の躍動感を感じ
させるデザインを目指しました。空に向かって開く形状は未来へ
の広がりを表し、ガラス以外の外壁は落ち着いた色彩とするこ
とで、歴史的な雰囲気も演出しています。

B案　「波のゆらぎと木漏れ日がつなぐ駅」 C案　「自然と街に溶け込み、交流の表情を映しこむ駅」

A 案　「新しい街の玄関口、こころ踊るふれあいの駅」　

▶ J R T T  T O P I C S

駅舎のデザインイメージ
①「海への方向性」を感じさせる上家架構
②長崎らしさを感じる素材を使用した柱型
③駅前広場と一体的な空間となって、にぎ
わいをつくるラチ外コンコース
④駅とまちの劇場関係をつくり出す透明感
のあるガラススクリーン
⑤来訪者を柔らかな光で迎え入れる膜屋
根

※長崎駅は、長崎県・長崎市より「長崎駅舎・駅前広場等デザイン基本計画」を受領し、機構にて新幹線駅舎のデザインコンセプトを作成し設計しています。

決定案 

決定案 

決定案 
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小田
急小
田原
線 路

線図

02
民
鉄
線
事
業
と

小
田
急
小
田
原
線

　

鉄
道
・
運
輸
機
構
の
事
業
の
一
つ
で

あ
る
「
民＊

鉄
線
事
業
」
は
、
機
構
の

前
身
で
あ
る
日
本
鉄
道
建
設
公
団
時

代
の
昭
和
47
年
６
月
の
制
度
発
足
以

来
、
こ
れ
ま
で
19
事
業
者
、
30
路
線
、

約
２
１
０
㎞
の
新
線
建
設
お
よ
び
複
々

線
化
等
の
大
規
模
改
良
工
事
を
実
施

し
、
大
都
市
圏
に
お
け
る
大
規
模
住

宅
団
地
の
輸
送
手
段
の
確
保
、
通
勤

通
学
需
要
の
増
加
に
伴
う
既
設
線
の

混
雑
緩
和
、
都
市
機
能
の
向
上
と
い
っ

た
社
会
の
要
請
に
応
え
て
き
ま
し
た
。

　

小
田
急
小
田
原
線
に
つ
い
て
は
、
こ

の
民
鉄
線
事
業
の
制
度
を
活
用
し
、

小
田
急
電
鉄
株
式
会
社
に
工
事
を
委

託
し
て
代
々
木
上
原
・
東
北
沢
間
（
１

期
区
間
０
・
７
㎞
）
と
東
北
沢
・
和
泉

多
摩
川
間
（
２
期
区
間
10
・
４
㎞
）
の

２
区
間
に
分
け
て
複
々
線
化
（
上
下
線

各
々
２
本
の
計
４
本
の
線
路
に
す
る
こ

と
）
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度
、

最
後
の
区
間
で
あ
る
東
北
沢
・
世
田
谷

代
田
間
（
１
・
６
㎞
）
の
複
々
線
が
完

成
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
３
月
２

日
に
機
構
か
ら
小
田
急
電
鉄
株
式
会

社
へ
鉄
道
施
設
を
譲
渡
し
、
翌
３
日
か

ら
複
々
線
で
の
運
行
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
完
成
に
よ
り
代
々
木
上

原
か
ら
和
泉
多
摩
川
ま
で
の
全
区
間

の
複
々
線
が
完
成
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
本
事
業
は
、
東
京
都
の
連

続
立
体
交
差
事
業
と
一
体
的
に
進
め
て

お
り
、
１
期
区
間
と
２
期
区
間
合
せ
て

46
カ
所
あ
っ
た
踏
切
す
べ
て
が
廃
止
さ

れ
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
、
鉄
道
と
道

路
の
安
全
性
向
上
、
鉄
道
に
よ
っ
て
分

断
さ
れ
て
い
た
街
の
一
体
化
な
ど
も
図

小
田
急
小
田
原
線
（
代
々
木
上
原
・
和
泉
多
摩
川
間
）
の
複
々
線
完
成

工
務
部
工
務
第
二
課

小田急小田原線 路線図

■ 複々線化事業概略図

＊民鉄線事業とは、機構が財政融資資金や民間資金等を調達し、大都市圏の民鉄線の建設または大改良を行う事業で、譲渡後 25年間で償還を
受けるものです。なお、譲渡価額に係る金利の５％を超える分を国と地方公共団体から利子補給を受けることができます。
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ら
れ
ま
し
た
。

複
々
線
完
成
ま
で
の
経
緯

　

小
田
原
線
の
複
々
線
化
の
歴
史
は

古
く
、
昭
和
45
年
５
月
に
代
々
木
上

原
・
喜
多
見
間
、
昭
和
58
年
10
月
に

喜
多
見
・
和
泉
多
摩
川
間
の
複
々
線

化
の
認
可
を
得
て
以
降
、
地
元
自
治

体
や
住
民
等
と
の
協
議
の
上
、
事
業

化
の
め
ど
が
立
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
事
業

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
１
期
区
間
で
あ
る
代
々
木

上
原
・
東
北
沢
間
が
昭
和
53
年
３
月

に
完
成
、
そ
の
後
、
２
期
区
間
に
つ
い

て
は
小
田
原
方
か
ら
漸
次
工
事
に
着

手
し
、
喜
多
見
・
和
泉
多
摩
川
間
は

平
成
９
年
６
月
に
、
世
田
谷
代
田
・
喜

多
見
間
は
平
成
16
年
11
月
に
、
そ
れ

ぞ
れ
高
架
（
一
部

掘
割
）
形
式
で

完
成
し
ま
し
た
。

　

残
る
東
北
沢
・

世
田
谷
代
田
間

に
つ
い
て
は
、
住

居
系
と
商
業
系

が
混
在
す
る
密

集
地
域
で
あ
る

こ
と
や
下
北
沢

駅
付
近
で
京
王

井
の
頭
線
と
交

差
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
構
造
形
式

の
決
定
に
時
間
を
要
し
ま
し
た
が
、
最

終
的
に
地
下
構
造
形
式
と
す
る
こ
と

が
決
定
し
、
平
成
16
年
９
月
に
工
事

に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
着

手
か
ら
８
年
半
後
の
平
成
25
年
３
月

に
暫
定
的
な
複
線
に
よ
る
地
下
化
切

替
工
事
が
完
了
し
、
そ
し
て
、
こ
の
度

の
完
成
に
よ
り
、
全
線
の
複
々
線
化
が

完
了
し
ま
し
た
。

複
々
線
化
に
よ
り

大
幅
な
輸
送
改
善

　

小
田
急
小
田
原
線
は
、
日
本
最
大

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
あ
る
新
宿
駅
と

神
奈
川
県
西
部
の
小
田
原
駅
と
を
結

ぶ
路
線
で
、
最
混
雑
区
間
で
あ
る
世

田
谷
代
田
・
下
北
沢
間
の
混
雑
率
は

１
９
２
％
（
平
成
28
年
度
、
全
国
で
３

番
目
に
高
い
混
雑
率
）
に
も
達
し
て
お

り
、
早
期
の
抜
本
的
対
策
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

複
々
線
化
に
よ
り
、
各
駅
に
停
車

す
る
列
車
と
急
行
・
快
速
と
い
っ
た
速

達
タ
イ
プ
の
列
車
が
別
々
の
線
路
を

走
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
列
車
の
増

発
や
所
要
時
間
の
短
縮
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
今
回
の
完
成
を
受
け
、
代
々

木
上
原
・
登
戸
間
の
複
々
線
施
設
を

全
面
使
用
し
た
ダ
イ
ヤ
改
正
が
３
月

17
日
に
実
施
さ
れ
、
平
日
朝
の
通
勤

時
間
帯
の
上
り
を
中
心
に
大
幅
な
増

発
が
実
施
さ
れ
、
所
要
時
間
も
大
幅

に
短
縮
さ
れ
速
達
性
が
向
上
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
大
幅
な
輸
送
サ
ー
ビ

ス
改
善
に
よ
り
、
混
雑
率
は
、
運
輸

政
策
審
議
会
答
申
第
19
号
（
平
成
12

年
８
月
）
に
お
い
て
目
標
と
し
て
い
た

１
５
０
％
程
度
に
ま
で
改
善
さ
れ
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、複
々
線
は
完
成
し
ま
し
た
が
、

下
北
沢
駅
な
ど
の
工
事
が
一
部
残
っ
て

お
り
、
平
成
30
年
度
末
の
事
業
完
了

に
向
け
、
引
き
続
き
、
無
事
故
・
無

災
害
に
努
め
、
工
事
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

▶ J R T T  T O P I C S

■ 朝ピーク時の輸送改善・効果（平日・上り）

項　目 輸送改善・効果
列車本数 27本 → 36 本 (9 本増 )

所要時間

 町　田→新　宿　37分 ( 最大 12分短縮 )
 登　戸→新　宿　18分 ( 最大 9 分短縮 )
 小田急多摩センター→新　宿　
　　　　　　　　 40 分 ( 最大 14分短縮 )
 経　堂→大手町　27分 ( 最大 6 分短縮 )

混 雑 率 192％ → 150％程度 ( 見込み )
※ 下北沢着８時前後の１時間

完成した東北沢駅西口改札口

譲渡式（3月 2日）の模様

開通式（3月 3日）
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事業者表彰記念写真

（有）明栄汽船「第十二雄豊丸」 朝日海運（株）「日宝丸」受賞者 受賞者

03▶ J R T T  T O P I C S

　

船
舶
共
有
建
造
に
お
い
て
は
、
そ
の

業
務
遂
行
に
多
大
な
貢
献
、
功
績
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
共
有
事
業
者
等
に
対

し
、
機
構
の
賞
罰
審
査
委
員
会
の
答
申

を
得
て
、
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、有
限
会
社
明
栄
汽
船
（
本
社：

岡
山
県
備
前
市
）、
お
よ
び
朝
日
海
運

株
式
会
社
（
本
社
：
愛
媛
県
今
治
市
）

の
２
社
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
１
月
17
日
（
水
）
生
田

神
社
会
館
（
神
戸
市
）
に
お
い
て
、
平

成
29
年
度
船
舶
関
係
事
業
者
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
佐
々
木
理
事
長
代
理
よ

り
有
限
会
社
明
栄
汽
船
に
対
し
て
感
謝

状
と
記
念
品
の
目
録
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　

表
彰
式
に
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
一

般
社
団
法
人
船
舶
整
備
共
有
船
主
協

会
の
西
部
５
地
区
合
同
会
員
懇
談
会
の

場
で
は
、
佐
々
木
理
事
長
代
理
と
受
賞

者
の
方
々
お
よ
び
共
有
事
業
者
の
皆
様

方
と
、
機
構
へ
の
期
待
、
船
舶
共
有
建

造
制
度
の
課
題
、
こ
れ
か
ら
の
内
航
海

運
事
業
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
表
彰
式
に
参
加
で
き
な
か
っ

た
朝
日
海
運
株
式
会
社
に
対
し
て
は
、

後
日
、
木
村
理
事
よ
り
感
謝
状
と
記
念

品
の
目
録
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

共有事業者の表彰

機構における感謝状の手交
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旅客船貨物船

貨物船 貨物船 貨物船

assenger Shipargo Ship

argo Ship argo Ship argo Ship

竣工船の紹介

　機構では、平成29年11月か
ら平成30年1月にかけて新しい
共有船5隻が竣工致しました。
　各船とも、国の運輸政策でも
ある環境にやさしい船舶や物流
効率化に寄与する船舶となって
おり、地域の交通と日本の物流
を支えています。

［ あけぼの丸 ］

平成29年 12月13日、広島県尾道市
の内海造船株式会社において竣工した
宇和島運輸株式会社との共有旅客船。

■ 総トン数：2,694 トン　
■ 船　　種：旅客船兼自動車航送船　
■ 政策目的：二酸化炭素低減化船
　　　　　　 （高度二酸化炭素低減化船）
■ 旅客定員：546名
■ 航      路：八幡浜～臼杵

［ 第
だいさんしゅんようまる

三春陽丸 ］

平成29年 11月 28日、広島県福山市
の本瓦造船株式会社において竣工した
有限会社春陽との共有貨物船。

■ 総トン数：499トン
■ 船　　種：油送船兼ケミカルタンカー　
■ 政策目的：二酸化炭素低減化船
　　　　　　（高度二酸化炭素低減化船）
■ 積　　荷：ケミカル製品

［ 第
だいじゅういちこうしゅうまる

十一幸秀丸 ］

平成 29 年 12 月 18 日、愛媛県今治
市の村上秀造船株式会社において竣工
した藤井綱海運株式会社との共有貨物
船。

■ 総トン数：747トン　
■ 船　　種：特殊タンク船　
■ 政策目的：二酸化炭素低減化船
　　　　　　（高度二酸化炭素低減化船）
■ 積　　荷：プロパン、ブタン

［ 隆
りゅうせいまる

政丸 ］

平成 30年 1月 19日、香川県丸亀市
の興亜産業株式会社において竣工した
隆政汽船有限会社との共有貨物船。

■ 総トン数：498トン　
■ 船　　種：油送船兼ケミカルタンカー　
■ 政策目的：二酸化炭素低減化船
　　　　　　（高度二酸化炭素低減化船）
■ 積　　荷：ベンゼン、キシレン

［ 仁
じんわまる

和丸 ］

平成 30年 1月 19日、三重県四日市
市の鈴木造船株式会社において竣工し
た大豊運輸株式会社との共有貨物船。

■ 総トン数：498トン　　
■ 船　　種：特殊タンク船　　
■ 政策目的：二酸化炭素低減化船
　　　　　　（高度二酸化炭素低減化船）
■ 積　　荷：苛性ソーダ等

PC

C C C

04▶ J R T T  T O P I C S

平成29年

11月
平成30年

1月
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「鉄道・運輸機構だより」に関するアンケートのお願い

※個人情報の保護について：個人情報につきましてはより良い「鉄道・運輸機構だより」作成のための参考とし、他の目的には使用しません。

お名前 歳年齢貴社名

▼ご協力ありがとうございました。もし差し支えなければ、以下にもご記入ください。

▶FAX番号  ０４５-２２２-９０８９    ▶ホームページ http://www.jrtt.go.jp/

【問い合わせ先】 鉄道・運輸機構総務部広報課　電話：045-222-9101

今後とりあげてほしいテーマをお聞かせください。（200字程度）3

全般についてのご意見・ご要望などをお聞かせください。（200字程度）4

上記Ｑ１で選んだ回答に対するそれぞれの理由をお聞かせください。〔必須〕（200字程度）2

今季号で面白かった・興味を持った記事を3つあげてください。〔必須〕1

□ 巻頭言

□ 特集 平成３０年度事業概要

□ WORKING REPORT　
    東京支社 綱島鉄道建設所

□ 寄稿 ～地方鉄道を訪ねて～「静岡鉄道」

▼ TOPICS
□ 九州新幹線（武雄温泉・長崎間）駅舎デザイン決定！！

□ 小田急小田原線（代々木上原・和泉多摩川間）の複々線完成

□ 共有事業者の表彰

□ 竣工船の紹介

いつも「鉄道・運輸機構だより」をご愛読いただきありがとうございます。
今後の編集の参考とさせていただきますので、本誌に関するアンケートにご協力ください。 

下記の項目にご記入の上、FAXで送信いただくか、またはホームページの広報誌「アンケート調査票」フォームに入力してください。

▼
「
鉄
道・運
輸
機
構
だ
よ
り
」
春
季
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

今
年
の
冬
は
厳
し
い
寒
さ
で
し
た
が
、
平
昌
冬
季
五
輪
の

熱
い
感
動
が
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
金
・
銀
・

銅
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
各
シ
ー
ン
は
、
テ
レ
ビ
で
繰
り
返

し
放
映
さ
れ
、
そ
の
度
何
度
見
て
も
興
奮
を
呼
び
起
こ
し
ま

す
。
ま
さ
に
、
感
動
を
あ
り
が
と
う
！　
で
す
。

　

さ
て
、
表
紙
は
、
春
め
い
た
岐
阜
県
の
長
良
川
鉄
道
の
ワ

ン
シ
ョ
ッ
ト
で
す
。
春
と
い
う
の
は
、「
新
し
い
始
ま
り
」
を

感
じ
さ
せ
る
、
な
ん
と
な
く
心
弾
む
季
節
で
す
ね
。
当
機
構

も
、新
規
採
用
者
を
多
数
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、今
、

彼
ら
の
胸
中
に
去
来
す
る
も
の
は
、
何
で
し
ょ
う
か
。
大
い

な
る
希
望
と
期
待
、
そ
し
て
、
ほ
ん
の
少
し
の
不
安
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

春
に
な
っ
た
の
で
、
私
も
、
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ

語
学
講
座
テ
キ
ス
ト
4
月
号
を
購
入
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

当
然
な
が
ら
4
月
号
の
テ
キ
ス
ト
が
一
番
売
れ
る
そ
う
で

す
。
継
続
は
力
な
り
！　

せ
め
て
夏
休
み
の
上
期
復
習
講

座
ま
で
は
続
け
ら
れ
た
ら
と
毎
年
思
う
の
で
す
が
、
さ
て
さ

て
今
年
は
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
。

▼
本
号
の
「
特
集
」
は
、
平
成
30
年
度
に
当
機
構
が
実
施

す
る
事
業
の
概
要
で
す
。鉄
道
建
設
事
業
、鉄
道
助
成
事
業
、

船
舶
共
有
建
造
事
業
、
地
域
公
共
交
通
出
資
事
業
お
よ
び

国
鉄
清
算
事
業
の
そ
れ
ぞ
れ
を
部
門
ご
と
に
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　
「
ワ
ー
キ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
」
で
今
回
取
り
上
げ
る
建
設
所

は
、「
相
鉄・東
急
直
通
線
（
通
称
〝
Ｓ
Ｔ
線
〞）」
羽
沢
駅
（
仮

称
）・
日
吉
駅
間
10
・
0
㎞
の
う
ち
、
新
横
浜
駅
・
日
吉
駅

間
5・6
㎞
の
建
設
を
担
当
し
て
い
る
「
綱
島
鉄
道
建
設
所
」

で
す
。
住
宅
密
集
地
で
昼
夜
通
し
で
の
工
事
の
た
め
、
夜
間

に
周
囲
に
音
が
漏
れ
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら

施
工
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

▼
今
年
度
も
、
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
誌
面
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
課
長
）

編

集

後

記
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